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•このマニュアルで使われている用語 


用語 

意 味 

無線 LAN 
クライアント 

このマニュアルでは本製品などの無線 LAN 力ード、無線 LAN PCI 
ポ_ド、無線 LAN アダプタを取り付けたコンピュータのことを無線 
LAN クライアントと呼んでいます。 


•このマニュアルで使われている記号 


記号 

意味 


注!意 


作業上および操作上で特に注意していただきたいことを説明していま 
す。この注意事項を守らないと、けがや故障、火災などの原因になる 
ことがあります。注意してください。 


於 


説明の補足事項や知っておくと便利なことを説明しています。 

画園 

キ ポ ド上のキーを表わします。 


ご注意 

•本製品の仕様および価格は、製品の改良等により予告なしに変更する場合があります。 

•このマニュアルの著作権は、エレコム株式会社が所有しています。 

•このマニュアルの内容の一部または全部を無断で複製/転載することを禁止させていた 
だきます。 

•このマニュアルの内容に関しては、製品の改良のため予告なしに変更する場合があります。 

•このマニュアルの内容に関しましては、万全を期しておりますが、万一ご不審な点がご 
ざいましたら、弊社ラニード•サボートセンターまでご連絡ください。 

•本製品のうち、戦略物資または役務に該当するものの輸出にあたっては、外国為替法に 
基づく輸出または役務取引許可が必要です。 

•本製品は日本国内での使用を前提に製造されています。日本国外での使用による結果に 
ついて弊社は一切の責任を負いません。また、本製品について海外での保守、サボ_卜 
はおこなっておりません。 

• Atheros ™、 および Atheros Total 802. 11 ™ □ゴは Atheros Communications , 
Inc . の商標です。 Microsoft 、 Windows は米国 Microsoft Corporation の登録商標で 
す。そのほか、このマニュアルに掲載されている商品名/社名などは、一般に各社の商 
標ならびに登録商標です。本文中における®および™は省略させていただきました。 


IEEE 802.1 lb/g 対応 
無線 LAN カード 


LD-WL54G/CB 

User's Manual _ 

ユーザーズマニュアル 


■ はじめに ■ 


この度は、当社ラニードの無線 LAN 力ード ’_ LD - WL 54 G / CB " をお買い上げいただき 
誠にありがとうございます。このマニュアルには、 " LD - WL 54 G / CB ’' をコンピュータ 
に導入するにあたっての手順が説明されています。また、お客様が" LD - WL 54 G / CB ” 
を安全に扱っていただくための注意事項が記載されています。導入作業を始める前に、 
必ずこのマニュアルをお読みになり、安全に導入作業をおこなって製品を使用するよ 
うにしてくださし、なお、このマニュアルでは一部の表記を除いて" LD - WL 54 G / CB ” 
を「本製品」と表記しています。 


[このマニュアルは、製品の導入後も大切に保管しておいてください 。I 
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安全にお使いいただくために 

けがや故障、火災などを防ぐために、ここで説明している注意事項を必ずお読みく 
ださい。 



この表示の注意事項を守らないと、火災*感電などによる 
死亡や大けがなど人身事故の原因になります。 

A \ 注意 

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故に 
よりけがをしたり、他の機器に損害を与えたりすることが 
あります。 


A m ° 


© 本製品の取り付け、取り外しのときは、必ずコンピュータ本体および周辺 
機器メーカーの注意事項に従ってください。 



本製品の分解、改造、修理をご自分でおこなわないでください。 

火災や感電、故障の原因になります。また、故障時の保証の対象外となり 
ます。 


本製品を取り付けたコンピュータ本体から煙やへんな臭いがしたときは、 
直ちにコンピュータ本体の電源を切り、 AC コンセントから電源プラグを 
抜いてください。そのあと、ご購入店などにご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因になります。 

^ 本製品を取り付けたコンピュータ本体に、水などの液体や異物が入った場 
合は、直ちに電源を切り、 AC コンセントから電源プラグを抜いてくださ 
し、。そのあと、ご購入店などにご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因になります。 
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/ Q \ 本製品および本製品を取り付けたコンピュータ本体を、水を使う場所や湿 
気の多いところで使用しないでください。 

火災や感電、故障の原因になります。 


安全にお使いいただく ため/こ 


注意 


© 本製品の取り付け、取り外しのときは、本製品に触れる前に金属性のもの 
(スチールデスク、ドアのノブなど）に手を触れて、静電気を除去してから 
作業をおこなってください。 

静電気は本製品の破損の原因になります。 

/^\本製品および本製品を取り付けたコンピュータ本体を次のようなところで 
Kjy 使用しないでください。 

•高温または多湿なところ、結露を起こすようなところ 
_直射日光のあたるところ 

_平坦でないところ、土台が安定していないところ、振動の発生するところ 
•静電気の発生するところ、火気の周辺 

jm 長期間、本製品を取り付けたコンピュータ本体を使用しないときは、電源 
プラグを抜いておいてください。 
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Chapter 1 

概要編 


本製品の導入手順 . 6 

パッケージの内容を確認する . 7 

製品の保証とユーザ登録 . 8 

本製品の概要について . 9 

本製品を取り付ける . 12 


本製品の概要および取り付けの方法について説明します。 


1 2 3 4 5 
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本製品の導入手順 




パッケージの内容を確認します。 + P 7 


作業の前に注意事項をお読みください。 岭 P 2 


本製品をコンピュータに取り付けます。 岭 P 12 


Windows を起動します。 


付属の CD - ROM ディスクを使って、本製品のドライバをインス I ルします。 

• Windows XP の場合 ♦ P/S • Windows Me の場合 

• Windows 98 SE の場合_户25 - Windows 2000の場合_尸3〇 

※湖加〇西日98では 、 Windows 98 CD - ROM が必要なことがあります。 


付属の CD - ROM ディスクを使って、無線 LAN の設定ユーティリティをインス!-ールし 
ます。 — P 36 


無線 LAN のネットワーク名など基本的な設定をします。 4 P 39 


無線 LAN に接続できるかをテストします。 岭 P 44 


必要に応じてセキュリティ機能やオプション機能を変更または設定します。 
セキュリティ機能※1 4 P 53 その他の機能のリフア レンス岭 P 69 


ご使用の環境に合わせて、サービス、プ□トコルなどのネットワーク設定をおこない 
ます。 岭 P 82 ※之 


※亏セキュリティ機能を設定しなくても無線 LAN を使用できますが、セキュリティ対策のために、できる 
限り設定するようにしてください。 

※2ネットワーク設定マニュアルでは設定例を説明しています。実際にはご使用になるネットワーク環境に 
合わせて設定してください。 


導入後は、ユーザ登録片 PSj をおこなってください。 
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ッケージの内容を確認する 




本製品のパッケージには次のものが入っています。作業を始める前に、すべ 
ての商品が揃っているか確かめてください。なお、梱包には万全を期してお 
りますが、万一不足品、破損品などがありましたら、すぐにお買い上げの販 
売店または弊社ラニード • サボートセンターまでご連絡ください。 


籲旧 EE 802.1化/吕対応 
無線 LAN カード 
LD - WL 54 G / CB (1 台) 



•ドライパディスク 

( CD-ROM 1枚) 



_ユーザーズマニュアル1冊 •保証書1枚 

(このマニュアルです） 






































製品の保証とユーザ登録 


■zi i TzJzJt £ 


製品の保証と サービス 

本製品には保証書が付いています。内容をお確かめの上、大切に保管してく 
ださい。 

•保証期間 

保証期間はお買い上げの日より1年間です。保証期間を過ぎての修理は有料 
になります。詳細については保証書をご覧ください。保証期間中のサービス 
についてのご相談は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 


•保証範囲 

次のような場合は、弊社は保証の責任を負いかねますので、ご注意ください。 
• 弊社の責任によらない製品の破損、または改造による故障 
• 本製品をお使いになって生じたデータの消失、または破損 
• 本製品をお使いになって生じたいかなる結果および、直接的、間接的なシ 
ステ厶、機器およびその他の異常 


•修理の依頼 

P 92 「修理の依頼」をお読みください。 

•その他のご質問などに関して 

P 92 「サボートサービスについて」をお読みください。 


ユーザ 登録 

製品の導入が完了したらユーザ登録をおこなってください。お客様のユーザ 
登録は、インターネットから登録することができます。 

•オンラインでの登録 

弊社ホー厶ページから登録が可能です。トップページ左にある「ユーザ登録」 
からアクセスしてください。 

ホームペー ジア ドレス： http :// www . elecom . co.jp 
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製品の概要について 


本製品の特長 


•旧 EE 802 .1 lb/g の 2 つの規格に対応した 54 Mbps&l 1 Mbps 無線 LAN 

2.4 GHz 帯で最大伝送速度 54 Mbps の EEE 802.11 g と同じく 2.4 GHz 帯で 
最大伝送速度1 1 Mbps の IEEE 802.11 b の2つの規格に対応した高速無線 
LAN 力ードです。周囲の環境条件やデータ量などに合わせて規格を切り替 
えることで、ケーブルレスでも常に快適なネットワーク環境を利用できます。 

籲 EEE 802 .1 lb/g の中から優先するネットワークに接続可能 

無線 LAN アダプタ同士で通信するアドホック • モードと、アクセスポイント 
や無線ルータを使用するインフラストラクチヤ • モードに対応します。イン 
フラストラクチヤ • モードでは、優先するネットワークに登録された SSID 
を見つけると規格に関係になく自動的に優先度の高い SSID に接続できます。 

•伝送方式に 0 FDM 方式を採用 

OFDM (Orthogonal Frequency Division Multiplexing = 直交周波数分割 
多重)方式は、データを多重化して送信するマルチキヤリア伝送方式で伝送特 
性の劣化を軽減することができる最新技術の伝送方式です。 

※ IEEE 802.11 b ( l 1 Mbps ) は DS - SS 方式(直接拡散スぺクトラム拡散方式)を採用 
しています。 

•WPA 規格をはじめ TKIP • AES • WEP など多彩なセキユリティ機能に対応 

Wi - Fi アライアンスが提唱する WPA に対応しました。ホームユース向けの 
WPA - PSK 、 企業向けの WPA - EAP とネットワークの規模に応じて使い分け 
ることができます。このほかユーザ認証には IEEE 802 . lx 規格にも対応しま 
す。また、暗号化方式については64/1 28/152ビットの WEP に加え、 
TKIP 、 AES にも対応。より安全度の高いデータ送信を実現できます。 

•スループット転送速度を向上する「スーパー G モード」に対応 

無線 LAN の デー タフ レームをバース ト転送し、さらに データ 圧縮をおこなう 
ことでスループットを大幅に向上する「スーパ ー G モード」に対応していま 
す。同モードに対応する弊社製アクセスポイントとの組み合わせで高速転送 
が実現できます。 
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Chapter / 概要編 


•プ□ファイル機能を搭載 

接続先ごとに無線 LAN 設定を変更しないで済むように、設定を保存できるプ 
□ファイル機能を搭載。会社や自宅と外出先での設定の切り替えはもちろん、 
IEEE 802.1 x の認証方式の保存にも役立ちます。 

•カードパス対応で 54 Mbps のパフオーマンスをフルに発揮 

本製品はバス幅の広い力ードバス対応なので16ビットの PCMCIA 規格に比 
ベて、 54 Mbps という高速無線 LAN 通信のパフオーマンスを十分に発揮す 
ることができます。 

•その他、豊富な機能を搭載 

• プラグ&プレイでインス!ルも簡単 
• 使いやすい設定ユーティリティ 
• 接続先のさまざまな情報を取得可能 
_電波を一時的に OFF に設定可能 
• 使用する無線 LAN 規格を選択可能 


本製品の動作環境 


本製品は次の動作環境に対応しています。 


対応規格 

IEEE 802.11 g (54 Mbps : 2.4 GHz 帯） 

IEEE 802.11 b ( l 1 Mbps : 2.4 GHz 帯） 

※動作保証は弊社製品での組み合わせになります。 

対応機種 

PC/AT 互換機 ( D 0 S/V マシン)および NEC PC 98 -NX シ U _ ズで 
力ードバスス□ツトを装備する機種(自作機は除く） 

対応 0 S 

Windows XP , Windows Me , 

Windows 98 SE(Second Edition ), Windows 2000 

※湖加〇…日98は Second Edition のみに対応しています。 


※最新の動作環境は弊社ホームぺージ ( http :// www . elecom . co . jp /) でご覧ください。 
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各部の名称とはたらき 


4 . 本製品の概要について 



① 

Power 

ランプ 

PC 力ードス□ットから電源が供給されているときに点滅し 
ます。省電カモードのときは、ゆっくりと点滅します。ま 
た、点灯状態によってさまざまなステータスを表します(下 
記参照 )。 

② 

Act ランプ 

無線 LAN でデータのやり取りをしているときに点滅します。 
また、点灯状態によってさまざまなステータスを表します 
(下記参照) 。 

③ 

68 ピン 
コネクタ 

力ードバス対応の PC 力ードス□ットへ差し込むコネクタで 
す。コネクタを指で触れないように注意してください。ま 
た、差し込む向きを間違えないようにしてください。 


• Power ランプ/ Act ランプの組み合わせによるステータス表示 


Power/Act ランプが同時に点滅 

リンクが確立しています。 

Power/Act ランプが交互に点灯 

リンクが確立されていません。接続先を検 
索中です。 

Power/Act ランプの点滅が暗い 

リンクは確立しているが、停止状態です。 

Power ランプだけが点滅 

本製品が 0 S に認、識されていません。 
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本製品を取り付ける 



本製品の接続方法について説明します。本製品はホットプラグ機能に対応し 
ますので、コンピュータ本体の電源を入れたまま接続することもできます。 
PC 力ードの取り付け/取り外し方法は、本体の機種によって異なりますので、 
お手持ちのコンピュータ本体や PC 力ードス□ットのマニュアルの該当べ一 
ジも参考にしてください。 


PC カードスロットの動作確認 


ご使用になるコンピュータの PC 力ードス□ットが正常に動作しているかを 
確認します。なお、本製品はカードバス専用です。 


Q デバイスマネージャを表示します。表示方法は(^によって異なります。 


•Windows XP / 2000の場合 

① Windows XP では、[スタート]ボタンをクリックし、[マイコンピュータ] 
アイコンを右クリックし、メニューの[プ□パティ]を選択します。 
Windows 2000では、デスクトップにある[マイコンピュータ]アイコン 
を右クリックし、メニューの[プ□パティ]を選択します。 

② 【ハードウエア】タブを選択し、| デパイスマネー、 ラ ボタンをクリック 
します。 


•Windows Me /98 SE の場合 

① デスクトップの[マイコンピュータ]にカーソルを合わせます。 

② マウスを右クリックし、ポップアップメニューから[プ□パティ]を選択し 
ます。 

③ Windows Me /98 では〈システムのプ□パティ〉画面が表示されますの 
で、【デバイスマネージヤ】タブを選択します。 
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5. 本製品を取り付ける 


Q 「 PCMCIA ソケット ( XP ではアダプタ)」の g をクリックし、 PCMCIA ソ 
ケットの内容を表示します。 （ ！ ） や（ X )のマークがコント□ーラに付いてい 
ないことを確認します。 

Windows XP の画面例 


確認する I 


※画面は一例です。表示されるコント□—ラの名称や数はお使いのコンピュータに 
よって異なります。 


_PC 力ードス□ットがカードバス ( CardBus ) に対応していることを確認 
してください。 

•(!) や ( X ) のマークがコント□—ラ名に付いている場合は、 PC カードス 
□ットが正常に動作していません。コンピュータ本体のマニュアルをお 
読みになり正しく動作するように設定してください。 


Q pc カードスロットが正常に動作していることを確認したら、_ポタンを 
クリックし、開いた画面をすべて閉じます。 


注!意 


乌デバイスマネ - ジ v uirnlfxl 



本製品を取り付ける 


© 必ずコンピュータ本体や pc カードス□ットのマニュアルも併せて 
読みながら取り付けてください。 


本製品のコネクタ部分を手で触れないように注意してください。 
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〇コンビユータ本体の電源が切れていることを確認します。 


本製品は Windows の「ホットプラグ(活線挿抜)」に対応していますので、 
コンピュータの電源を入れたまま本製品を差し込むこともできます。 



〇 カードを差し込むとき、表裏を間違えると本製品のコネクタやコン 
ピュータ側のコネクタを破損する恐れがあります。無理に差し込ま 
ないように注意してください。 


0コンピュータの電源を入れ、 Windows を起動します。 


Q 新しいハードウェアを見つけたことを知らせるメッセージが表示されます。 


■ このあとは、ご使用の OS に合わせてドライバをインストールします。 


Windows XP 岭 W ぺージへ Windows ぺージへ 

Windows 98 SE _25 ベージへ Windows 2000ベージへ 
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本製品を取り外す 


コンピュータの PC 力ードス□ットから本製品を取り外す方法は、コンピュー 
夕本体によって異なりますので、コンピュータ本体のマニュアルの 「 PC カード 
スロット」に関するぺージを参照してください。なお、 Windows のホットプ 
ラグ機能を利用して、コンピュータの電源を入れたまま、本製品を取り外すと 
きは PCMCIA ソケットから切り離すための操作をおこなう必要があります。 

© 必ずコンピュータ本体や PC カードス□ットのマニュアルも併せて 
読みながら取り付けてください。 

本製品のコネクタ部分を手で触れないように注意してください。 


コンピュータ本体の電源が切れた状態での取り外し 


コンピュータ本体または PC カードス□ットのマニュアルの説明に従って、 
PC 力ードス□ットから本製品を取り外してください。 
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Chapter / 概要編 


コンピュータ本体の電源が入った状態での取り外し 

ホットプラグ機能を使って本製品を取り外します。 


Q Windows 画面の右下にあるタスクトレイの_をクリックします。 


ク U ック| 


Q 「 Ai「@Hawk LD - WL 54 G/CB Wireless PC Card を安全に取り外します」 
をクリックします。 



0取り外し可能のメッセージが表示されます。 



•このあとは、コンピュータ本体のマニュアルの説明に従って、 PC 力ード 
ス□ットから本製品を取り外してください。 
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1. Windows XP へのインスIル…… 

2. Windows Me へのインストール . 

3. Windows 98SE へのインストール-- 

4. Windows 2000へのインストール- • 


Chapter 2 

ドライバインストール編 


本製品のドライバをインス I ルします。 0 S ごとに手順が異なりますので、 
ご使用になる 0 S の説明ページをお読みください。 


8 2 5 0 
12 2 3 
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| ^Windows XP へのインストール 


'jIMBsIi 


Q 本製品の取り付け作業が完了したら、コンピュータ本体の電源を入れます。 


Windows を起動すると新しい八ードウエアを見つけたことを知らせる 
メ ツセー ジが表示されます。 


|1コンピュータに複数のユーザーアカウントを設定している場合は、「アカ 
注I意1ウントの種類」が「コンピュータ管理者」に設定されているアカウントで 
□グインしてください。アカウントの種類は[スタート]ポタン—[設定]— 
[コント□ールパネル]—[ユーザーアカウント]で調べることができます。 


Q 付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。 


Q 「ソフトウェアを自動的にインストールする」を選択し、 m ポタンをク 
リックします。 



選択する J 

=[ク U ック] 


ず 


ご使用の環境によっては、 CD - ROM ディスクをドライブに入れると自動的 
に手順0の画面に進む場合があります。 
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7. Windows XP へのインス /- ー ル 


□ 以下のような画面が表示された場合は、 ns ポタンをクリックします。ド 
ライパのインストールが始まります。 


/\ー ドウ I アのインストール 


このハー Wl ァ： 

AirUHawk LD - WL 54 G/CB Wireless PC Card 

を使用するためにインストールしようとしているリフト017 7 は 、 Windows XP との 
互換を検証する Windows Ddf テストに合格していません。 

( T .(7) 亍ス ト が 室■悪 T •本る 5|!由） 

インストールを袋行した場合、システム©勘作が捐 te われた〇、システム 

ぽ齡悲織备ブゥ 1 ァぴ谨 脱*' 

[ 卿 

——ク ij ック j 


• このドライバについては、弊社にて Windows XP 上で正常に動作すること 
を確認しております。 


Q しばらくすると、インストールが完了したことを知らせるメッセージが表示 
されますので、ボタンをクリックします。 
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Chapter 2 ドライ/ 1， インス トール編 


Q 次の手順でデバイスマネージャを表示します。 


① [スタート]ボタンをクリックします。 

② スタートメニューの[マイコンピュータ]を右クリックし、メニューから[プ 
□パティ]を選択します。 


冬卜 》 Windows Media Player 
Windows ムイー 


Windows XP ッァ- 
南ファィルと設定 ( Di 谜ゥィザ-ド 


すべて©ブ□グラム (E> > 


〇コント□'■ルパネル ◎ 検索 (£)... 

管理ね） 

<接続① 

4カン处 FAX 
峽へルブとサボ'-卜砂 名 B 

p 検索迄〉 

〇 77ィル名を指定して実行(段… 



[0 •オフ (U 終了朽ション⑮ 


-1右クリック j 

-1選択する I 

!~~?ク u ック| 


③ぐンステ厶のプ□パテイ〉画面が表示されます。【ハードウエア】タブを 
選択し、 I デバイスマネージャ I ポタンをクリックします。 



^択する I 


—[クリック] 
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7. Windows XP へのインス /-ー ル 


Q 「ネットワークアダプタ」の_をクリックし、 「 Ai「@Hawk LD - WL 54 G / 
CB Wireless PC Card 」 が表示されることを確認します。 



確認する J 


• 他の名称が表示されたり x マークや！マークが付いているときは正常に 
インス!ルが完了していません。 P 85 「3.こんなときは」をお読みくだ 
さい0 


■ これで Windows XP へのドライバのインス!-ールは完了です。このあとは 
P 36 「1.設定ユーティリティをインス!-ールする」へ進んでください。 
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| ^/Vindows M 


e へのインス 


卜一，レ 


Q 本製品の取り付け作業が完了したら、コンピュータ本体の電源を入れます。 


- Windows を起動すると新しい八ードウエアを見つけたことを知らせる 
メ ツセー ジが表示されます。 


Q 本製品に付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。 


Q 「適切なドライバを自動的に検索する」を選択し、ポタンをクリック 
します。 





次の新しい八ードウIアが見つかりました： 

PCI Ethernet Controller 

ハードウIアをサポートしているリフトウIアを自肋的に検索して、インス 

a 繁獅飄の礙獅，場合 

ォブションを逞択してください。 

-適切なドライパ去自觔的に梭幸響，:- 


s ドライパの場所を指定する群しい知識のある方向け〉@ 


f 選択する J 


宅 


リック I 


• インス I ルが自動的に始まります。 




ご使用の環境によっては、 CD - ROM ディスクをドライブに入れると自動的 
に手順〇の画面に進む場合があります。 
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2. Windows Me へのインストール 


Q インス I -ールが完了したことを知らせるメッセージが表示されますので、 


ク u ック J 


Q コンピュータを再起動するようにメッセージが表示されます。ここでは、 


ク u ック j 

•もう一度表示された場合は、ボタンをクリックします。 


0デスクトップ画面の[マイコンピュータ]アイコンを右クリックし、メニュー 
から[プロパティ]を選択します。 


|いいえ|ポタンをクリックします。 



/^9'\ 新 U V W ドウ I アの設定を完了寸るには、コンピュータを再起觔してください。 
^ 今すく"再起動しますか？ 

|(：は .〔 w 1 ぃぃぇ ( N 〉 ^- 




i ク 1 j ツク I 


選択する 
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Chapter 2 ドライ/ 1， インス トール編 


Q ぐンステムのプ□パティ〉画面が表示されます。【デバイスマネージャ】夕 
ブにある「ネットワークアダプタ」の@をクリックし、 「 Ai「@Hawk LD - 
WL 54 G/CB Wireless PC Card 」 が表示されることを確認します。 



確認する J 


本製品が見あたらなかったり 、 x マー クや！ マー クが付いているときは正 
常にインス!ルが完了していません。 P 85 「3.こんなときは」をお読み 


ください。 

ネットワークアダプタに「ダイヤルアップアダプタ」が表示されている場合 
がありますが、これはアナログモデム/ TA 用で LAN アダプタとは関係あり 
ません。 


■ これで Windows Me へのドライバのインストールは完了です。このあとは 
P 36 n . 設定ユーティリティをインストールする」へ進んでください。 

再起動すると、ネットワークへのログオン画面が表示されます。[ユ_ザ_ 
名]は必ず入力します。必要であれば[パスワード]を入力します。初めて入 
力した文字が今後のノてスワードになりますので絶対に忘れないようにしてく 
ださい。今後は Windows を起動するたびに、今回入力したパスワードを入 
力してください。 
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| ^Windows 98 SE へのインストール 


BBli 


| 本製品は Windows 98については Second Edition のみに対応していま 
注!意1 す。ご使用の Windows 98が Second Edition であるかを確認する方法 
については、 P 90 「補足 ： Windows 98のバージョン確認方法」をお読 
みください。 


Q 本製品の取り付け作業が完了したら、コンピュータ本体の電源を入れます。 

• Windows を起動すると新しい八ードウエアを見つけたことを知らせる 
メッセージが表示されます。 


Q ドライバを検索する画面が表示されますので、ポタンをクリックします。 



Q 「使用中のデパイスに最適なドライバを検索する」を選択し、ポタン 
をクリックします。 



Q 本製品に付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。 
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Chapter 2 ドライ/ 1， インス トール編 


Q 「検索場所の指定」を選択したあと、 CD - ROM ディスクを入れたドライブ 
の 「 Drivers 」 フォルダを指定し、ポタンをクリックします。 


警微温す， 腿織獅 a 


ほかの場所にチエツ 
クが入っているとき 
はオフにします。 



一 ^ク I 」ック I 


(例) CD - ROM ドライブが D ドライブの場合(大文字だけ小文字だけでも可） 

[ D:¥Drivers I 

• 「ドライブ名」のあとにを入力し、続いて 「 Drivers 」 と入力します。 


memo I 参照 1 ボタンをクリックして 
〈フォルダの参照〉画面から選 
I 択することもできます。 

I . CD - ROM ドライブの 
「 Drivers 」 フォルダを 
選択し、_ポタンを 
クリックします。 

-「検索場所の指定」に選択 
した場所が表示されます。 
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3. Windows 98 SE へのインス /-ー ル 


0ドライバ名と場所が表示されますので、 [^1 ポタンをクリックします。 



ク U ック| 


Q Windows 98 Second Edition の CD - ROM を挿入するようにメッセージが 
表示された場合は、ドライブにディスクをセツトして_ポタンをクリツ 
クします。 



ク U ツク 



次のような画面が表示された場合は CD - ROM を入れたドライブの 「 WIN 98」 
フォルダを指定し、_ボタンをクリックします。 



——^ク U ック| 

■^]_ドライブ/フォルダ名を指定 j 


• ドライブ名のあとに必ず 「 WIN 98」 ディレクトリを指定します。 
(例) CD - ROM ドライブが D ドライブの場合(小文字でも可） 

「 D:¥WIN98 1 




すでにインス I ルされているファイルのほうが新しい場合、そのファイル 
を上書きするか確認のメッセージが表示されます。この場合は、日付の新し 
いファイルをそのまま使用するようにしてください。 
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Chapter 2 ドライ/ 1， インス トール編 


〇インストールが完了したことを知らせるメッセージが表示されますので、 


完了1ボタンをクリックします。 



^j 3il Air@Hawk LD-WL54G/CB Wireless PC Card 

新 U V、ー ドウ：[アデノ ^イスに必要なリフトウ: c アがインスト'-ルされまし 
た。 

V 羌了 - il ~ ヤ亡セル i 


ク U ック J 


• Windows 98 Second Edition CD - ROM を入れた場合は、ドライブから 
CD - ROM ディスクを取り出し、大切に保管してください。 


u コンピュータを再起動するようにメッセージが表^^されます。ここでは、 


I いいえ | ポタンをクリックします。 

/—! 11…1 

i 新 UV トドウ: E アの設定を完了 t るには、コンビュータを再起肋してください。 

^ 今すく••再起動しま t か？ 


クリック ■ 




Windows 98 Second Edition CD - ROM がドライブに入つたままの場合、 
メニュー画面が表示されることがあります。このような場合は 2 d をクリツ 
クして画面を閉じます。 


( Q デスクトップ画面の[マイコンピュータ]アイコンを右クリックし、メニュー 
から[プロパティ]を選択します。 


惑 s<(0> 

gg_«l I クスプ □- 


ショ-卜加卜®作成© 
名前の変更 ( M ) 




—[右ク U ツク] 

■^|_選択する J 
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3. Windows 98 SE へのインス /-ー ル 


( Q ぐンステムのプ□パティ〉画面が表示されます。【デバイスマネージャ】夕 
ブにある「ネットワークアダプタ」の@をクリックし、 「 Ai「@Hawk LD - 
WL 54 G/CB Wireless PC Card 」 が表示されていることを確認します。 



確認する I 


本製品が見あたらなかったり 、 x マー クや！ マー クが付いているときは正 
常にインス!ルが完了していません。 P 85 「3.こんなときは」をお読み 
ください。 



ネットワークアダプタに「ダイヤルアップアダプタ」が表示されている場合 
がありますが、これはアナログモデム/ TA 用で LAN アダプタとは関係あり 
ません。 


■ これで Windows 98 SE へのドライパのインス!ルは完了です。このあと 
は P 36 「1.設定ユーティリティをインス!ルする」へ進んでください。 



再起動すると、ネットワークへのログオン画面が表示されます。[ユ_ザ_ 
名]は必ず入力します。必要であれば[パスワード]を入力します。初めて入 
力した文字が今後のノてスワードになりますので絶対に忘れないようにしてく 
ださい。今後は Windows を起動するたびに、今回入力したパスワードを入 
力してください。 
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| Windows 2000へのインストール ^ 

本製品の取り付け作業が完了したら、コンピュータ本体の電源を入れます。 


- Windows を起動すると新しい八ードウエアを見つけたことを知らせる 
メ ツセー ジが表示されます。 


必ず Administrator 権限で□グインします。 


Q 新しいハードウェアを見つけたことを知らせるメッセージが表示されますの 
で、 |次へ| ボタンをクリックします。 





「デバイスに最適なドライパを検索する」を選択し、 \^% i ポタンをクリッ 
クします。 



選択する J 
—^クリック） 


Q 本製品に付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れます。 
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4. Windows 2000 への インストール 


m 


「検索場所のオプション」で 「 CD - ROM ドライブ」を選択し、_へ1ポタン 
をクリックします。 



他の場所にチェックが 
入つている場合は、 
オフにします。 


選択する J 

-_クリック J 


□ 


見つかったドライバの場所に 「 d 「 ive 「¥ wl 54 ag . inf 」 と表示されていれば、 
ポタンをクリックします。 



^認する j 


—[ク U ック] 


INF ファイルは他製品と共通のためファイル名は 「 wl 54 ag . inf 」 となって 
います。 
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Chapter 2 ドライ/ 1， インス トール編 

Q 「デジタル署名が見つかりませんでした」と表示されます。 [¥ Uj ボタンを 
クリックし、インストールを続行します。 



ク」ツク 


• このドライバについては、弊社にて Windows 20◦◦上で正常に動作する 
ことを確認しております。 


〇「新しい八ードウエアの検索ウイザードの完了」と表示されますので、 
@ 了1ポタンをクリックします。 


巨 . i ■七' _|匚:::::【]||~~ >匕セ ;： } -クリック 


Q 次の手順でデバイスマネージャを表示します。 



①デスクトップにある[マイコンピュータ]アイコンを右クリックし、メニュー 
から[プ□パティ]を選択します。 

(次ページへ続く） 
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4. Windows 2000 への インストール 


②ぐンステムのプ□パテイ〉画面が表示されます。【ハードウエア】タブを 
選択し 、I デバイスマネージャ I ボタンをクリックします。 



ク U ック| 


( Q 「ネットワークアダプタ」の p をクリックし、 「 Ai「@Hawk LD - WL 54 G / 
CB Wireless PC Card 」 が表示されることを確認します。 



確認する I 


これで Windows 2000へのドライパのインストールは完了です。このあと 
は P 36 「1.設定ユーティリティをインス!-ールする」へ進んでください。 
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Chapter 2 ドライ/ 1， インス トール編 


用語解説その① 



參アドホック • モード (AdHoc Mode) 

無線 LAN クライアント(無線 LAN アダプ 
夕を取り付けたコンピュータ)同士が直 
接データのやり取りをする通信モード 
です。無線ルータやアクセスポイント 
を使用しませんので有線 LAN と接続す 
ることはできません。 


• インフラストラクチヤ • モード （Infrastructure Mode) 

無線クライアントが無線ルータやアク 
セスポイントを中継してデータをやり 
取りします。アクセスポイントなどに 
装備された LAN ポートを使うことで有 
線 LAN とも接続することができます。 

ぐ 二 ^- 

^ J J 

ノ':ソコン A ノ':ソコン B ノ':ソコン C 


•SSID(Service Set ID) 

複数の無線 LAN が隣接した場所にあると、他の無線 LAN ネットワークと混信 
する恐れがあります。そこで他のネットワークと自分たちのネットワークを 
区別するために SSID と呼ばれる無線 LAN のネットワーク名称を決めること 
ができます。同じ無線 LAN のグループに所属するコンピュータには同じ名称 
の SSID を設定することで、他の SSID を持った無線 LAN グループとは区別さ 
れ、混信や不正アクセスなどを防ぐことができます。 

※ SSID は ESS ID と表示されていることもあります。 




峰その②は P48 へ 
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Chapter 3 

無線 LAN 接続編 


ドライバのインス!ルが終われば、次に本製品の設定ユーティリティを 
インス!ルします。この設定ユーティリティを使って無線 LAN のネット 
ワーク名 ( SSID ) や WEP などの基本的な設定をしてください。そのあと、 
無線 LAN に正しく接続できるかテストします。 


1•設定ユーテイリテイをインス I ルする•••一36 
2.無線 LAN の基本機能を設定する . 39 
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設定ユーテイリテイをインストールする 

無線 LAN 設定に必要な設定ューテイリテイのインス I ル方法を説明しま 
す。説明の画面には Windows XP を使用していますが、他の OS でも手順は 
同じです。 


Q 付属の CD - ROM ディスクがドライブに入っていることを tii 認します。 

• 入っていない場合は付属の CD - ROM ディスクをドライブに入れてください。 


Q マイコンピュータなどを使って CD - ROM ディスクの内容を表 
示し、 setup (. exe ) をダブルクリックします。 

• インス I ラが起動します。 



setup.exe 


Q 「ウイザードへようこそ」と表示されますので、 [13 ポタンをクリックし 
ます。 



ク u ック I 
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1. 設定ユーティ U テイをインストールする 


U 


〈ユーザ情報〉画面が表示されます。ユーザ名だけでなく会社名にも必ず何 
からの文字の入力が必要です。設定が終わればポタンをクリックし 
ます。 



•個人使用の場合は「会社名」に 「 home 」 など適当な文字を入力してくだ 
さい。 

•その他の項目は必要に応じて変更します。わからない場合は、そのまま変 
更せずに次へ進んでください。 


Q 〈インストール先の選択〉画面が表示されます。通常は変更する必要はあり 
ませんので、そのまま^^ポタンをクリックします。 



インストール先を 
変更したい場合は、 
ここをクリックして 
インストール先を 
指定します。 


ク u ック 
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Chapter 3 無線 LAN 接続編 


Q 〈プ□グラムフォルダの選択〉画面が表示されます。通常は変更する必要は 
ありませんので、そのまま^]ポタンをクリックします。 



フォルダ名を変更 
したし'' fetu は、 
ここにフオルダ名を 


ク u ック 


Q 〈 InstaNShield ウイザードの完了〉画面が表示されます。そのまま \Wf] 
ボタンをクリックします。 



ク U ック 


■ これでインス!-ールは完了です。ドライブから CD - ROM を取り出し、大切に 
保管してください。このあとは、次の「2.無線 LAN の基本機能を設定する」 
へ進みます。 


囚 


本製品の設定ユーテイリテイをインストールすると Windows XP 標準の 
ワイヤレスネットワーク機能が自動的に無効になります。本製品ではこの 
機能を使用しませんが、同じコンピュータですでにこの機能を使用中の無 
線 LAN アダプタがあり、今後も併用する場合は設定を変更する作業が必 
要になります。詳しくは P 91 をお読みください。 
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アンインストールするときは 

[スタート]—[(すべての)プ□グラム]— [ Ai「@Hawk シリーズユーテイリテイ] 
I にあるアンインストールプ□グラムを実行してアンインストールします。 


無線 LAN の基本機能を設定する 


最小限必要な基本設定をして無線 LAN を使用できるようにします。はじめに 
ご使用の通信モードに合わせて設定に必要な情報を用意しておいてください。 


■ n セキュリティ機能の設定について 

注!意 I 無線 LAN の普及により以前に比べて不正アクセスや盗聴などのセキュリ 
ティ問題が多く発生しています。無線 LAN をご使用になる場合は、セキュ 
リティ機能を設定することをお勧めします。 

•インフラストラクチヤ • モード 

(無線ルータやアクセスポイントを使用するモード)をご使用の場合 

無線ルータまたはアクセスポイントで設定した下表の内容のメモをご用意く 
ださい。 


♦アドホック • モード 

(無線 LAN アダプタ同士だけで通信するモード)をご使用の場合 

あらかじめ下表の内容を決めてメモしておいてください。 


□ 

SSID 

無線 LAN のネットワーク名です。 32 文字以内の半角英数字で 
す。大文字と小文字が区別されますのでご注意ください。 

□ 

WEP 

セキュリティ機能の WEP を使用する場合は以下の情報を用意 
するか、新しく決めてください。 

• WEP のキーの長さ(ビット数と、半角英数字か 16 進数かの 
文字種） 



-使用するキ_番号 

-暗号キー(半角英数字または 16 進数の文字列） 

※ ㈧ 日卩 については P 53 「WEP について」に説明があります。 


※このマニュアルに情報を書き込まないようにしてください。 


• WEP 以外のセキュリティ機能をご使用になる場合 

以下の手順で設定してください。 

① P 40 「使用するネットワーク名 ( SSID ) を設定する」を読んで SSID などの 
設定をします。 

② P 53 「2.セキュリティ機能を設定する」の中から該当するセキュリティ機 
能の説明をお読みになり設定します。 

③ P 44 「無線 LAN に接続する」を読んで無線 LAN で接続できることを確認 
します。 



































Chapter 3 無線 LAN 接続編 


使用するネットワーク ( SS 旧)を設定する 


Q [スタート]ポタン—[(すべての）プ□グラム] — [Ai「@Hawk シリーズユーテ 
ィリティ]— [WLANmon] を選択します。 


© 

% 


Windows Media Player 
Windows ムービー メーカー 


Q ァ处サリ 
豳ゲ-ム 

.沒 Windows Messenger 


■ 3 Uninstall ] 


選択する I 



Q タスクトレイに設定ユーティリティのアイコンが表示されますので、ダブル 
クリックします。 



ダブルクリック| 


Q メイン画面が表示されます。[優先するネットワーク]にあるボタンを 
クリックします。 



クリック 


40 


2. 無線 LAN の基本機能を設定する 


Hi 〈ワイヤレスネットワークのプ□パティ〉画面が表示されますので、 SSID 
などの設定をします。 

m 



こ®ネ补ワーウで.は、>欠のためのキ-が必要： 

認屋正方式 |才-ブンシステ 7 T 

暗号化必 なし r wep r 

キ~の長さ： 


3 


z] 


キー1: 

キ -2: 「 

^- F 

キ-4 「 

使用する WEP キー: 




アドホック • モードを 
使用する場合はオンにする 


卜をしようしない。 ◎ 


ip アドレス設定 j 


キャンセル 


① 「ネットワーク名 ( SSID )」 に SSID を入力します。 

• SSID (岭 P 34) は半角英数字32文字以内で設定します。大文字と小文字が 
区別されますので注意してください。 

② アドホック_モードで使用する場合 は、さらに「これはコンピュータ相互 
(ad hoc ) のネットワークで、■_■」をオンにします。 

•アドホック • モードとは、無線ルータやアクセスポイントを使用せず無線 
LAN アダプタ同士で通信するモードです。 


I インフラフトラクチヤ_モード(無線ルータやアクセスポイント使用する 
注 I 意1 モード)の場合は、絶対に「これはコンピュータ相互の __• 」をオンに 
しないでください。 


Q wep を設定する場合は、このまま次ページの 「 wep を設定する」へ進みま 
す。その他の場合は手順0へ進みます。 
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Chapter 3 無線 LAN 接続編 


Q 設定を保存するために_ボタンをクリックします。 



ク u ック 


Q このあとは、 P 44 「無線 LAN に接続する」へ進みます。 

MM WEP 以外のセキュリティ機能を設定する場合 

P 53 「2.セキュリティ機能を設定する」の中から該当するセキュリティ機 
1能の説明をお読みになり設定してください。設定後、 P 44 「無線 LAN に接 
_ J 続する」をお読みください。 


WEP を設定する 


引き続き 〈ワイヤレス ネットワークのプ □パティ〉 画面で WEP を設定し ます。 
無線ルータやアクセスポイント側に WEP を設定した場合は、設定した WEP 
の情報をご用意ください。アドホック • モードの場合はあらかじめ決めてお 
いた内容をご用意ください。 


[認証方式]で[オープンシステム]を選択し、[暗号化]で [ WEP ] を選択します。 



ネ9トワ -5 名 SSID ): 

セキュリティ設定 

こ®ネットワークでは、)欠咖のキー■要： 

搦正方式 |才-ブンシステム 

暗号化® 广なし (f IWEFh ^- 


[[選択する J 


_通常は[オープンシステム]を選択します。[シェアードキー]は選択する必 
要がある場合に限り選択してください。 




〈ワイヤレスネットワークのプ□パティ〉画面を閉じてしまった場合 

メイン画面の[優先するネットワーク]に登録されたネットワーク名 ( SSID ) 
を選択し、け□パティ 1ボタンをクリックすると表示されます。 
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2. 無線 LAN の基本機能を設定する 


[キーの長さ]でビット数と暗号キーの文字種を選択します。 



選択する J 


• 無線ルータやアクセスポイントをご使用の場合は、それらの機器と同じ設 
定にします。 

•アドホック • モードの場合、あらかじめ決めておいたキーの長さを選択し 
ます。 


[キーを手入力する]を選択します。 

「[タキ-好入力 - \ -[選択する J 


[使用する WEP キー]で実際に使用するキー番号を選択します。次に選択した 
キー番号に暗号キーの文字列を入力します。 


旨定する J 

• 文字数は指定数よりも多くても少なくてもエラーになります。 

• 使用しないキーにも暗号キーを入力しても問題ありません。 

※[キーの長さ]で「半角英数字」を選択した場合、大文字/小文字が区別されます。 
n 6進数」の場合は a 〜 f および〇〜9の半角英数字の組み合わせで大文字/小文字 
は区別されません。 


注!意‘ 

このあと、設定を保存すると、入力した WEP の暗号キーが「*」表示に 
なります。暗号キーは忘れないようにメモするなどして大切に保管してお 
いてください。 


注!意, 

無線 LAN で接続できないおもな原因は SSID および WEP の設定 • 入カミ 
スです。設定内容が正しいかもう一度確認してください。 



キー1: I 

キー2: 1 

キー3: ■ 

キー4 1 

使用す SWEP キ 


1 F9251B7280F4E 316302 DEBD6FI 


|キー2 










































































Chapter 3 無線 LAN 接続編 


Q 設定を保存するために_ボタンをクリックします。 



ク u ック ■ 


Q これで WEP の設定は完了です。このあとは次の「無線 LAN に接続する」へ 
進みます。 


無線 LAN に接続する 


ワイヤレスネットワークのプ□パテイの設定が終われば接続テストをしま 
す。無線ルータやアクセスポイントをご使用の場合は電源を入れておいてく 
ださい。 


Q アドホック•モードの場合は以下の説明をお読みください。インフラストラ 
クチャ•モードの場合は手順0へ進みます。 

•アドホック • モードでの接続確認 

同じ設定をした無線クライアントが2台以上必要になります。次の手順で接 
続確認をしてください。 

① 1台目の設定はここまでで終了します。 

② 2台目も1台目と同様にここまでの設定作業をおこないます。 

③ 1台目のコンピュータの電源を入れておきます。 

④ 2台目のコンピュータについて、次の手順0へ進みます。 
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2. 無線 LAN の基本機能を設定する 


Q 設定ユーテイリテイのメイン画面の [mm] ボタンをクリックします。 



ク u ック 




【ステータス】タブを選択します。「接続ステータス」が「接続」になって 
いることを確認し、_ボタンをクリックします。 



■ これで無線 LAN で接続できました。すべての作業は完了です。次の「導入後 
のご使用にあたって」をお読みください。 
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Chapter 3 無線 LAN 接続編 


導入後のご使用にあたって 


導入後は以下の点についてご注意ください。 

•設定ユーティリティについて 

本製品の導入後は、 Windows を起動すると自動的に無線 LAN に接続するよ 
うになります。設定ユーティリティについては、設定の変更など必要なとき 
だけ起動してください。 

• 設定ユーティリティを起動するには[スタート]ボタン—[(すべての)プ□グ 
ラム]— [ Ai 「@ Hawk シリーズユーティリティ]— [ WLANmon ] を選択しま 
す。ポタンをクリックするとタスクトレイに常駐します。 

• 設定ユーティリティを終了するには、タスクトレイにある設定ユーティリ 
テイのアイコンを右クリックし、[終了]を選択します。 


•セキュリティ対策について 

本製品の導入後は、 Windows を起動すると自動的に無線 LAN に接続します 
のでセキュリティについては十分ご注意ください。セキュリティ機能は必ず 
設定するようにしてください。また、定期的に SSID(ESS ID ) を変更するこ 
とをお勧めします。 


• TKIP および AES の利用方法 

インフラストラクチャ•モードでは、認証方式として WPA - PSK または 
WPA - EAP を選択した場合に TKIP と AES が利用できます。アドホック • モー 
ドでは認証方式として WPA - None を選択した場合に利用できます。 

_ WPA - PSK などセキュリティ機能の説明 

• WPA - PSK の設定方法 

• WPA - EAP の設定方法 _ P 6 7 

•アドホック • モードでの TKIP / AES の設定方法 4 P 66 
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2. 無線 LAN の基本機能を設定する 


•接続をオフにする方法 

無線 LAN を使用しないときは、以下の手順で電波の発信を切り、接続をオフ 
にすることができます。 

① 設定ユーティリティを起動します。 

② タスクトレイにある設定ユーティリティのアイコンを右クリックします。 

③ メニューの「電波 OFF 」 を選択します。 

※接続をオンにしたい場合は、メニューの「電波 ON 」 を選択します。 


•接続先の切り替え 

現在接続している SSID とは別の SSID に接続したい場合は、 P 70 「優先す 
るネットワークの項目とボタン」をお読みください。 


•ネットワーク設定について 

無線 LAN に正しく接続できても、各コンピュータのネットワーク設定やイン 
夕ーネットへの接続設定が終わっていないとネットワークを利用できませ 
ん。ネットワーク設定については P 82 「1.ネットワーク設定マニュアルの読 
み方」をお読みください。 
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Chapter 3 無線 LAN 接続編 


用語解説その② 

， N 


■ P アドレスについて 


インターネットなど TCP / IP プロトコルを利用してデータをやり取りする場 
合は、各コンピュータに IP アドレスを設定する必要があります。ルータをご 
利用の場合は、 DHCP サーバ機能により、各コンピュータに自動的に IP アド 
レスが割り当てられます。しかし、ルータがないネットワークでは手動で IP 
アドレスを設定する必要があります。 


•IP アドレスとは 

IP アドレスは TCP / IP プロトコルを使用する場合に必要になります。イン 
夕—ネットへの接続や windows XP でファイルを共有する場合に IP アドレス 
の設定が必要です。 IP アドレスはネットワーク上のコンピュータを識別する 
ためのアドレス番号です。そのためコンピュータごとに異なるアドレス番号 
を設定する必要があります。 

小規模な□—カルネットワークでは n 92.168 .1 .XX」 といったような IP ア 
ドレスを使用するのが一般的です。 「 xx 」 のところは「11」 H 2」 n 3」 とい 
うように順番に各コンピュータに割り当てるとよいでしよう。サブネットマ 
スクはすべてのコンピュータに同じ数値を割り当てます。「255.255. 
255.0」が一般的です。 


コンピュータ A 


コンピュータ巳 


si HUB 


IP アドレス 
192 . 168 . 1.1 1 
サブネツトマスク 
255 . 255 . 255.0 




)))1 

アクセス 

ポイント 


V、0 


IP アドレス 
192 . 168 . 1.12 
サブネツトマスク 
255 . 255 . 255.0 



IP アドレス 
192 . 168 . 1.1 3 
サブネツトマスク 
255 . 255 . 255.0 


•DHCP サーバ機能 

IP アドレスを各コンピュータに手動で割り当てるのは手間のかかる作業です。 
DHCP サーパ機能を利用すると IP アドレスを自動的に各コンピュータに割り 
当てることができます。そのためインターネットプロトコルである TCP / IP プ 
□ トコルが必須になるルータでは標準機能として装備されています。 
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_その①は P 34 へ 


Chapter 4 

応用編 


応用編ではセキュリティ機能の説明と設定方法、および設定ユーティリティ 
の各タブの機能について説明しています。無線 LAN に接続した後、セキュリ 
テイ機能を変更したり、設定ユーテイリテイの各種オプシヨンを変更する場 
合にお読みください。 


1. セキュリティ機能について . 50 

2. セキュリティ機能を設定する . 53 

3. 設定ユーテイリテイのリファレンス . 69 
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I セキュリティ機能について 




無線 LAN の普及により、不正アクセスや盗聴などの問題も急増しています。 
無線 LAN が正常に使用できることを確認したあとは、セキュリティ設定をす 
るようにしてください。 


本製品は次ページ以降の説明にあるセキュリティ機能が使用できます。この 
説明を参考にご使用の無線 LAN で設定可能なセキュリティ機能を利用してく 
ださい。 


MEMO ホ 

ホ. 


ホームユースでの お勧めのセキュリティ機能は？ 

ホームユースの場合、 「WEP」 または rWPA-PSKJ を使用してください。 
WEP の暗号化ビット数はできるだけ高い (152 ビット)ビット数を選択して 
ください。 

※アドホック • モードは WPA 規格に対応していません。 


リテイ機能の種類 


ユ—ザ認証方式 暗号化方式 
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7 . セキュリティ機能について 


•SSID (ネットワーク名） 

無線 LAN のネットワークを区別するための ID です。 SSID はそのままでは第 
三者にすぐにわかりますので、定期的に変更するようにしてください。 

♦WEP 

データの暗号化方式のひとつです。本製品では64/1 28/152ビットの3種 
類から選択できます。ビット数が高いほどセキュリティ度が高くなります。 
暗号に使用する暗号キーの文字には半角英数字 (ASCII 文字)と16進数のいず 
れかが使用できます。 

•TKIP と AES 

いずれも WEP よりも強固な暗号化方式です。 TKIP は Wi-Fi アライアンスが提 
唱する WPA 規格に含まれる暗号化方式で、 AES はアメリカの政府機関など 
でも使用される暗号化方式です。インフラストラクチヤ • モードではこのあ 
と説明する rWPA-PSKJ または rWPA-EAPJ というセキュリティ機能で 
TKIP または AES を使用できます。アドホック•モードでは P66 「アドホッ 
ク • モードでの TKIP _ AES の設定方法」をお読みください。 

•WPA-PSK 

無線 LAN のさまざまな規格を協議する Wi-Fi アライアンスが提唱する新しい 
セキュリティ 「WPA 規格」のひとつです。アクセスポイントに接続する無 
線クライアントに対してユーザ認証をおこない、さらに TKIP によってデー 
夕を暗号化するという二重のセキュリティ機能です。パスフレーズの設定が 
簡単なので ホーム ユースに適したセキュリティです。なお、 WPA 規格はア 
ドホック • モードには対応しません。 

•WPA-EAP 

WPA 規格のもうひとつの機能です。ユーザ認証方式により厳格な 
EEE 802 .lx 認証を使用します。ただし、認証サーバであるラディウスサー 
パが必要になりますので、大企業などのビジネスユースに適したセキユリ 
テイ機能です。 
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Chapter 4 応用編 


•IEEE802.1X 


IEEE 802 .lx は無線 LAN のセキュリティ規格のひとつです。認証サーパであ 
るラディウスサーバが必要になります。 WPA-EAP を選択した場合は自動的 
に IEEE 802 .lx 認証を使用することになります。また、 WEP をオープンシ 
ステムで設定している場合にも選択できます。 




ラディウスサーバとは 

認証サ_パの一種です。アクセスポイントに接続しようとする無線クライア 
ントが接続を許可されたクライアントであるかどうかをあらかじめ配布され 
た証明書やパスワードなどで確認し、正当なユーザであると判断できれば接 
続を許可します。 

MAC アドレスフィルタリング、 AP ステルス/ ANY 拒否 

これらはアクセスポイント側で設定するセキュリティ機能です。 


SSID の設定について 


SSID を製品の出荷時のまま使用していたり、ずっと同じ SSID を使用してい 
たりすると第三者に不正に侵入される恐れがあります。 SSID は定期的に変 
更するようにしてください。設定の方法は P4 〇「使用するネットワーク 
(SSID) を設定する」を参考に新しい SSID を設定し、優先するネットワーク 
に登録してください。 


| ] 不正に侵入されると •• • 

注!意1 SSID を第三者に知られたために不正に侵入されると次のような危険があ 
ります。 


• 共有フォルダを設定している場合、共有フォルダ内のファイルをコピー 
して内容を見られることがあります。 

• 共有プリンタを設定している場合、勝手に利用される恐れがあります。 

• ルータ経由でインターネットを利用している場合など、本来の利用者に 
なりすましてインターネットに接続される恐れがあります。 
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キュ II テイ機能を設定する 


し17 明4 


ここでは本製品で設定可能なセキュリティ機能の設定方法を説明しています。 


- WEP 岭このあと • WPA-PSK 岭 P58 • WPA-EAP 畛 P6 1 

- IEEE 802.1 x 認証岭 P63 • TKIP/AES 岭 P65 


WEP を設定する 


WEP の解説と設定の手順について説明します。設定の手順については P54 
「WEP の設定手順」へ進んでください。 


WEP について 


WEP は無線 LAN でもつとも一般的な暗号化方式です。 WEP はあらかじめ決 
めた暗号キーを 64(40)/1 28/152ビットで暗号化します。 WEP を利用す 
るにあたってはあらかじめ以下の内容を決めておく必要があります。 


WEP 設定に必要な内容 


暗号化のビット数 

64ビット • 128ビット • 152ビットから選択 

暗号キーの文字種 

半角英数字 16進数のいずれかを選択 

WEP キー番号 

キー1〜キー4の4種類から選択 

暗号キー 

上記の条件に基づいた文字列を作成 


同じ無線 LAN ネットワークに存在するアクセスポイント(または無線ルー 
注!意1 夕)、無線 LAN アダプタの WEP 設定はすべて同じ内容にする必要がありま 
す。設定が異なると無線 LAN でデータを送受信することはできません。 


•暗号化のビット数 

64ビット (40 ビットと互換あり)、128ビット、152ビットなどのビット数 
があります。ビット数が高いほどセキュリティ度が高くなり解読が困難にな 
ります。 
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Chapter 4 応用編 


•暗号キーの文字種 

暗号キーとは暗号化の元になる文字列です。半角英数字と16進数から選択 


でぎます。 

半角英数字 
(ASCII 文字) 

半角英数字 (ASCII 文字)を使用することができます。全角文字や 
記号は使えません。大文字と小文字が区別されます。 

16進数 

半角文字の16進数を使用することができます。16進数とは0〜 

9の数字と a 〜 f の文字で構成される文字列です。全角文字や記号 
は使えません。また、大文字と小文字は区別されません。 

(例） 128 ビット 16 進数の場合 —0c2f9 1 a27b45fe2d864g32c0 1 b 


• WEP キー番号 

暗号キーはキ_1〜キ_4の最大4つまで登録することができます。同じ無線 
LAN ネットワークでは必ず同じキー番号を有効にし、そのキー番号に同じ暗 
号キーを入力する必要があります。 

•暗号 キー 

暗号キーはデータを暗号化するためのキーワードになる文字列のことです。 
暗号キーの文字数は暗号化のビット数と暗号キーの文字種で決まります。必 
ず決められた文字数で暗号キーを作成します。 



半角英数字を入力する場合 

16進数を場合 

64ビット 

5文字の半角英数字 

10文字の16進数 

128ビット 

13文字の半角英数字 

26文字の16進数 

152ビット 

16文字の半角英数字 

32文字の16進数 


WEP の設定手順 

WEP は無線ルータやアクセスポイントおよびすベての無線クライアントで同 
じ名称に設定する必要があります。 



WEP で EEE 802 . 1 x 認証を使用する場合 

大規模ネットワークなどでラディウスサーバを使って WEP で IEEE802. 1 x 
認証をおこなう場合は、ここの説明ではなく P63「IEEE 802 .lx 認証を設 
定する」をお読みください。 
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2 . セキュリティ機能を設定する 


Q 本製品の設定ユーティリティを表示します。 

• 詳しくは P40 の手順〇 0を参照してください。 


Q [優先するネットワーク]にある使用中の SSID を選択し、 I プロパティ I ボタン 
をクリックします。 



—[ク U ック J 


[認証方式]で[オープンシステム]を選択し、[暗号化]で [ WEP ] を選択します。 



ネ9トワ-ク名 SSID ): 

セキ: LU ティ設定 

こ®ネットワークで•は、她キーが必要: 
ISK 方式 

b 音号化(必 r なし 


• 通常は[オープンシステム]を選択します。[シェアードキー]は選択する必 
要がある場合に選択してください。 


[キーの長さ]でビット数と暗号キーの文字種を選択します。 


キー ( D 長さ： 
r キー①自助作成を 
キーを手入力する < S ) 
キー1: 


j ^4 Brt (16 進数10衍） 




4：.. I 1 ! ： •/"'1 ： 

12昍扣6暹数26衍）_ 

' :ニニ0パ 

128 Bit 伴角英蝕芊13衍） 

152 Bit (半角英数字16衍〉 


選択する I 


•ビット数が大きいほどセキュリティのレベルが高くなります。 
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Chapter 4 応用編 


Q [キーの自動作成をする]または[キーを手入力する]のいずれかを選択します。 


•[キーの自動作成をする]を選択した場合は手順®へ進みます。 
•[キーを手入力する]を選択した場合は手順03へ進みます。 

. I 


キーを手入力する© 


選択する I 


キーの 

自動作成をする 

当社製の同じタイプの設定ユーティリティを使用する製品 
間であれば、ここに任意の文字列を入力するだけで自動的 
に16進数を作成し、暗号キ_として利用できます。他の夕 
イプの設定ユーティリティには、ここで作成された16進数 
をメモして手入力する方法もあります。 

キーを 
手入力する 

暗号キーを手入力で設定します。当社製の無線 LAN アダプ 
夕で他のタイプの設定ユーティリティを使用している場合 
でも問題なく WEP を設定できます。 


3! 


[キーの自動作成をする]を選択した場合は、入カスペースに任意の文字列を 
入れると、自動的に16進数が作成されます。 

このあとは手順0へ進みます。 


■ キーの自動)作成をする：卜*************卜 


入力する I 


_入力した文字列は画面に表示されません。必ずメモするなどして大切に保 
管しておいてください。 

_キー番号(使用する WEP キー)も自動的に設定されます。 


泽!意 


任意の文字列を第三者に簡単に推測できる文字列にすると簡単に解読され 
る恐れがありますので注意してください。例えば ryamadaj では簡単に 
推測されますが、 「ya02maxyzlsi9」 のように意味のない文字列だと簡 
単には推測されません。 
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2 . セキュリティ機能を設定する 


03 [キーを手入力する]を選択した場合は、[使用する WEP キー]で実際に使用 
するキー番号を選択し、次に選択したキー番号に暗号キーの文字列を入力し 
ます。 


=[選択する I 

• 文字数は指定数よりも多くても少なくてもエラーになります。 
_使用しないキーにも暗号キーを入力しても問題ありません。 



キー1 : 
キー2: 
キー3: 
キー4 


[1F9251B7280F4E 316302 DEBD6FI 


\k-2 





半角英数字を入力する場合 

16進数を場合 

64ビット 

5文字の半角英数字 

10文字の16進数 

128ビット 

13文字の半角英数字 

26文字の16進数 

152ビット 

16文字の半角英数字 

32文字の16進数 


※ ASCII 文字は半角英数字で大文字/小文字が区別されます。 

16進数は a 〜 f および〇〜9の半角英数字の組み合わせで大文字/小文字は区別さ 
れません。 


「キーの自動作成をする」を利用して16進数を作る 

ビット数が大きくなると16進数を考えるのは手間です。いったん[キーの自 
動作成をする]を選択して任意の文字列を入れた後、[キーを手入力する]を 
選択すると、各キーに自動的に16進数が作成されます。16進数の一部を 
手入力で変更することでより安全な暗号キーを作ることができます。 


このあと設定を保存するため lj|:OK |ポタンをクリックすると、表示され 
注!意1 ていた暗号キーは「*」表示になります。手入力の場合はポタンを 
クリックする前に、メモするなどして大切に保管してください。 
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Chapter 4 応用編 


Q 設定が終われば_ポタンをクリックします。 



ク u ック1 


〇 メイン画面が表示されます。メイン画面の_ボタンをクリックします。 



ク u ツク 


Q 設定はこれで完了です。このあと正常に接続できるかを確認してください。 
正常に接続できれば、すべての無線 LAN クライアントに同じ設定をしてくだ 
さい0 


WPA - PSK を設定する 


WPA-PSK の設定について説明します。無線ルータやアクセスポイント儲こ 
WPA-PSK を設定した場合は、設定した 「PSK (事前共有キ ー )」の情報をご 
用意ください。 




事前共有キーについて 

事前共有キーのノてスフレーズは半角英数字8〜63文字で作成します。大文 
字と小文字が区別されます。 


Q 本製品の設定ユーティリティを表示します。 

• 詳しくは P40 の手順〇 0を参照してください。 
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2 . セキュリティ機能を設定する 


Q [優先するネットワーク]にある使用中の SSID を選択し、 隱□ノ _ I ポタン 
をクリックします。 



0 [認証方式]で [WPA-PSK (ラディウス不要)]を選択し、[暗号化]で [TKIP] ま 
たは [AES] を選択します。 



^択する I 


^択する I 


-[暗号化]は接続先と同じ方式に設定します。 


Q 画面下方にある L 認証設定Iボタンをクリックします。 



ク u ツク 
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Chapter 4 応用編 


m 


[WPA-PSK] の[事前共有キー]にパスフレーズ(半角英数字 8〜63 文字)を入 


力し、_ポタンをクリックします。 



4_入力する j 

入力できる文字は 
半角英数字 8 〜 63 
文字で大文字/小文 
字が区別されます。 


—[クリック] 


Q 〈ワイヤレスネットワークのプ□パティ〉画面の_ポタンをクリックし 
ます。 



ク u ック 
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2 . セキュリティ機能を設定する 


Q 設定ユーティリティのメイン画面の[〇3ポタンをクリックし、画面を閉じ 
ます。 

「優先，るネットヮ'-ク- 

下の一覧にある順番で利用で•きるネットワークに自動的に掊続します。 

? wnOqyBBazjbe — ‘ 保卜 』 | |_ 追加妙 —I ブロパティ ◎ | 

J 則除 (B) I 


詳細設定祕 J 


---:- 


々 1 1>*7 1 

- 1 - 1 - —_1 


ノソ ノノ ■ 


〇設定はこれで完了です。このあと正常に接続できるかを確認してください。 
正常に接続できれば、すべての無線 LAN クライアントに同じ設定をしてくだ 
さい0 


WPA - EAP を設定する 


WPA - EAP は暗号化方式に TKIP または AES を使用し、認証方式に 


EEE 802 . lx を使用します。 


♦あらかじめ準備すること 

EAP タイプの確認、各種証明書、パスワード等、使用する認証サーバの環境 
に合わせて必要な準備をしておいてください。 


•本製品がサボートする EAP タイプおよび認証サーバの種類 


サボート 

EAP タイプ 

WEP 使用時 

TKIP または AES 使用時 

EAP-MD5 

EAP-TLS 

EAP-TTLS + MSCHAPV2 

PEAP + EAP-MSCAPV2 

EAP-TLS 

EAP-TTLS + MSCAPV2 

PEAP + EAP-MSCHAPV2 

サボート 
認証サーバ 

• Windows 2000 Server の IAS 機能 
- 0dysseySe 「 ve 「 2 ■〇 


※サボート内容が更新されることがありますので、最新情報は弊社のホームページ 
でご確認ください。 URL=http://www.elecom.co.jp/ 
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Chapter 4 応用編 


Q 本製品の設定ユーティリティを表示します。 

• 詳しくは P40 の手順〇 0を参照してください。 


^ [優先するネットワーク]にある使用中の SS 旧を選択し、 IプロパティI ポタン 
をクリックします。 



d [認証方式]で [WPA-EAP (ラディウス必要)]を選択し、[暗号化]で [TKIP] ま 
たは [AES] を選択します。 


9イヤレスネ9トワークのブロパティ 


ネ9トワ'-5名防 ID): 

|セキ:!リティ設定 

こ®ネットワ-クでは、次のためのキーが必要： 

認 H 方式 |WPA-EAP (ラディウス必要) _£] 

B 音号化® r な I arm r AES 


[[選択する J 


[暗号化]は接続先と同じ方式に設定します。 


[[選択する J 


ni I 認証設定| ポタンをクリックします。 

使用す SWEP キ「キー 2 一 " H 


茨目)祕 


IP アドレス設定丨 


0 K 1 キゃンセル」 


ク U ック J 


(f^ このあとは次ページの HEEE 802 .lx 認証を設定する」をお読みになり、ご 
使用になる環境に合わせて設定してください。 
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2 . セキュリティ機能を設定する 




X 認証を設定する 


オープンシステムで WEP を選択しているときと、 WPA-EAP を選択してい 
るときは、 IEEE802.lx 認証を使用することができます。 

•あらかじめ準備すること 

EAP タイプの確認、各種証明書、パスワード等、使用する認証サーバの環境 
に合わせて必要な準備をしておいてください。 


•本製品がサボートする EAP タイプおよび認証サーバの種類 


サボート 

EAP タイプ 

WEP 使用時 

TKIP または AES 使用時 

EAP - MD 5 

EAP-TLS 

EAP-TTLS + MSCHAPV 2 

PEAP + EAP - MSCAPV 2 

EAP-TLS 

EAP-TTLS + MSCAPV 2 

PEAP + EAP - MSCHAPV 2 

サボート 
認証サーバ' 

- Windows 2000 Server の IAS 機能 
- 0 dysseyServer 2.0 


※サボート内容が更新されることがありますので、最新情報は弊社のホームページ 
でご確認ください。 URL 二 http :// www . elecom . co . jp / 


Q P6i「WPA-EAP を設定する」の手順 a 〜手順 a を読んで〈認証設定〉 
画面を表示します。 

• WEP で IEEE 802 .lx 認証を使用する場合は、[認証方式]で[オープンシス 
テム]を選択し、[暗号化]で [WEP] を指定してください。 



Q ご使用の環境に合わせて EAP タイプを選択します。認証タイプによってはさ 
らに認証プロトコルを指定する必要があります。 


選択する 
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Chapter 4 応用編 


0選択した認証タイプによって[証明書]、[ログオン情報]、 [TTLS 認証]の各項 
目を設定します。設定が終われば_ポタンをクリックします。 


-認証タイプに 
合わせて設定する 


クリック I 


Q 〈ワイヤレスネットワークのプ□パティ〉画面の_ポタンをクリックし 
ます。 



ク u ック 
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2 . セキュリティ機能を設定する 


設定ユーティリティのメイン画面の [ mm ] ポタンをクリックし、設定を保存 
します。 


下の一覧にある順番で利用で•きる ネッ トワークに自助的に接続します。 



I ^ wn0qy85azjb5 | 

I 追加 (M 〉 | 

ブ□パティ© | 

下へ移勒必| 

mm | 



ク u ック I 


Q 設定はこれで完了です。このあと正常に接続できるかを確認してください。 
正常に接続できれば、すべての無線 LAN クライアントに同じ設定をしてくだ 
さい0 


TKIP と AES 


TKIP と AES は暗号化方式の種類です。これらの暗号化方式はインフラスト 
ラクチヤ•モードでの[認証方式]で 「WPA-PSK」 または 「WPA-EAP」 を 
指定した場合に選択可能になります。また、アドホック•モードでは[認証方 
式]で rWPA-NoneJ を選択した場合に選択可能になります。 

•インフラストラクチヤ • モードで TKIP および AES をご使用になる場合は、 
以下のページを参照してください。 

• WPA-PSK を設定する岭 P58 へ • WPA-EAP を設定する岭 P6 1へ 

•アドホック•モードで TKIP および AES をご使用になる場合は、次べージ 
の「アドホック•モードでの TKIP/AES の設定方法」をお読みください。 
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Chapter 4 応用編 


アドホック • モードでの TKIP / AES の設定方法 


アドホック • モードで暗号方式として TKIP または AES を利用する場合の設 
定方法を説明します。アドホック • モードの場合はあらかじめ決めておいた 
「PSK (事前共有キー)」をご用意ください。 



事前共有キーについて 

事前共有キーのノ〈スフレーズは半角英数字8〜63文字で作成します。大文 
字と小文字が区別されます。 


Q 本製品の設定ユーティリティを表示します。 

• 詳しくは P40 の手順 D 0を参照してください。 


^ [優先するネットワーク]にある使用中の SS 旧を選択し、 隊□パ_| ポタン 
をクリックします。 


優先狗ネットワ'-な- 


で •利用で •きるネク トワ-クに自咖 


選択，る Jj ii 加姐） I プロパティ 

I S 胸® I 


% 


リック I 


d [認証方式]で [WPA-None)] を選択し、[暗号化]で [TKIP] または [AES] を選 
択します。 




ネットワーク名 SSID ): 

セキュリティ設定 

こ®ネットワークでは、〉欠のためのキーが必要： 
iSi 正方式 [ WPA-None 

b 音号化 ( fi ) r r vvep a rnopi r aes 


z \ 


f 選択する J 


f 選択する J 


[暗号化]はすべての無線クライアントで同じ方式に設定します。 
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2 . セキュリティ機能を設定する 


□ 画面下方にある Lp 証設定！ボタンをクリックします。 



ク u ック 


Q [WPA-PSK] の[事前共有キー]にパスフレーズ(半角英数字8〜63文字)を入 



力し、画面下方の_ボタンをクリックします。 


.力する I 


入力できる文字は 
半角英数字8〜63 
文字で大文字/小文 
字が区別されます。 


—[クリック] 
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Chapter 4 応用編 


Q 〈ワイヤレスネットワークのプ□パティ〉画面の_ポタンをクリックし 
ます0 



ク u ック I 


Q 設定ユーティリティのメイン画面の_ポタンをクリックし、画面を閉じ 
ます。 



偈先狗ネットワーク - 

下の一覧にあ M 番で利用で.きるネットワ-クに自觔的に格続します。 


I ^ ™0qy85a 2J b5 | | 追加 (M) | ブ□パティ©) | 

下へ娜 Q) | 則除® | 

詳細設定祕 | 

OK 1 ---- |~ 

—ク U ック J 


〇設定はこれで完了です。2台目の設定が完了したら、正常に接続できるかを 
確認してください。正常に接続できれば、すべての無線 LAN クライアントに 
同じ設定をしてください。 
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設定ユーテイリテイのリファレンス 


設定タブ 


【設定】タブには利用可能なネットワークの接続先の各種情報が表示される 
ほか、本製品側のネットワーク設定のプ□パティや詳細設定を利用できます。 
また、設定内容に名称を付けることで複数の設定を保存し、切り替えて使用 
する「プ□ファイル」機能が設定できます。 



货： 接続可能な ESS ID :接続不可の ESS ID 

※アドホック • モードの場合はアンテナの代わりに力ードのアイコンが表示されます。 


利用できるネットワークの項目とポタン 


電波の届く範囲にある接続可能な無線 LAN ネットワークの情報が表示されます。 


SSID 

ネットワークの SSID を表示します。 

MAC (巳 SSID ) 

接続先の MAC アドレス (BSSID) を表示します。 

シグナル 

信号の強度をアイコンと96で表示します。96が高いほど電 
波が強いことを示します。 
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Chapter 4 応用編 


暗号化 

接続先が暗号化機能を使用しているときに「有効」、使用 
していないときは「無効」を表示します。 

CH 

接続可能なチヤンネ j レを表示します。 

周波数 

接続可能な周波数を表示します。 

接続タイプ 

IEEE 802.1 lb / g 規格のうち接続可能な規格を b 、 g で表 

7 K します。 


構成 

選択した SSID の〈ワイヤレスネットワークのプ□パティ〉 
画面が表示されます。この画面の説明については、 P 73 
「ワイヤレスネットワークのプ□パティ」をお読みください。 

最新の情報に更新 

表示されている情報を最新の情報に更新します。 


優先するネットワークの項目とポタン 

登録されている無線 LAN ネットワークの SSID を一覧で表示します。上から 
順に接続の優先度が高くなります。優先度を変更することもできます。 


上へ移動 
下へ移動 

選択した SSID を上または下へ移動します。クリックする 
たびにひとつ移動します。 

追加 

新しい SSID を作成します。 

削除 

選択した SSID を削除します。 

プ□パティ 

選択した SSID のプロパティを表示します。その SSID の 
WEP を設定することができます。 
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3. 設定ユーテイリテイのリファレンス 


設定の保存と設定の呼び出し方法(プロファイル機能) 


プ□ファイルとは SSID、WEP などの無線 LAN 設定に名称を付けることで設 
定内容を保存する機能です。例えば、通常は自宅で無線 LAN に接続している 
が、外出中は無線スポットで接続するという場合、それぞれの環境の設定に 
名称を付けてプ□ファイルに保存しておけば、プ□ファイルを切り替えるだ 
けですぐに接続できるようになります。 

•設定の保存方法 

[設定の保存]にある[保存するプロファイル名]にわかりやすい任意の名称を 
入力し、 r 展存]ボタンをクリックします。 


設定の保存： 

優先するネットワ-クー覧を保存します。 
保存するブ□ファイル名： 



| ili ~ 

保存 

1 1 

! 


•設定の呼び出し方法 

[設定の呼出]にあるこ j をクリックするとリストが表示されます。呼び出し 
たいプ□ファイルを選択し、 [_ プロフアイルの呼出」 ボタンをクリックします。 


設定の呼出 

ブロファイルとして保存されて0る設定を逛択します。 

1 会社 


ブ□ファイルの呼出1 

LU ス w 


ブ□ファイルの則除 1 


•その他の機能 

I プ□ファイル名の変更 I ボタンをクリックすると名称を変更できます。また、 

I プロファイルの ポタンをクリックすると、選択したプ□ファイルが削 
除されます。 


設定®呼出 

ブロファイルとして保存されている設定を逞択します。 

^ブ□ファィルの呼出 j 
ブロファイル名の変更」_ブ□ファイルの則除」 


[IjT 
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Chapter 4 応用編 


詳細設定ポタン 

通信モードや接続相手を限定したい場合に設定します。 



| ] 間違った設定をすると、気づかない間に第三者の無線 LAN ネットワーク 
注 I 意 I に接続する恐れがありますので注意してください。 


利用可能なネットワーク 
(アクセスポイント優先） 
[初期値] 

インフラストラクチャ、アドホックの両モードの 
SSID が存在する場合は、どちらも【設定】タブに 
ある[利用出来るネットワーク](岭 P69) の SSID と 
して認識します。ただし、インフラストラクチャ_ 
モードの SSID に優先的に接続します。 

アクセスポイント 
(インフラストラクチヤ） 
のネットワークのみ 

インフラストラクチャ • モードの無線 LAN ネット 
ワークだけを[利用出来るネットワーク]の SSID と 
して認識します。 

コンピュータ相互 

(ad hoc) のネットワーク 

のみ 

アドホック • モードの無線 LAN ネットワークだけ 
を[利用出来るネットワーク]の SSID として認識し 
ます。 

優先でないネットワーク 
に自動的に接続 

この項目を有効にすると、[優先するネットワーク] 

の一覧に登録されていない SSID しか見あたらない 
場合でも、自動的にその SSID に接続するようにし 
ます。気づかない間に第三者の SSID に接続する恐 
れがありますので注意してください。 
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3. 設定ユーテイリテイのリファレンス 


ワイヤレスネットワークのプロパティ 


【設定】タブの[優先するネットワーク]の一覧で ssid を選択し、 \ mrni ボタ 
ンまたは [ ynjK ^ T ] ボタンをクリックすると、〈ワイヤレスネットワークの 
プ□パテイ〉画面が表示されます。この画面では SSID の設定、アドホッ 
ク • モードの彳旨定、 WEP などのセキュリティの目受定ができます。 



※[優先するネットワーク]の p □パティIボタンをクリックした場合は、「ネット 
ワーク名 (SSID) は変更できません。 


•ネットワーク名 (SSID) 

無線 LAN ネットワークの名称を設定します。同じ無線 LAN ネットワークの無 
線クライアントにはすべて同じ SSID を設定する必要があります。 

(次べージへ続く） 
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Chapter 4 応用編 


•セキュリティ設定 


認証方式 

セキュリティの認証方式を設定します。 

暗号化 

セキュリティの暗号化方式を設定します。 

キーの 長さ 
キーを 自動作成する 
キーを 手入力する 
キー 1 〜 4 
使用する WEP キー 

WEP を使用する場合に設定します。 

IEEE 802 .lx 認証を 
有効にする 

WEP で IEEE802. 1 x 認証を設定する場合にオンにしま 
す。[認証方式]で rWPA-EAPJ を選択した場合は自動 
的にオンになります。 

認証設定 

[認証方式]で WPA-PSK、WPA-EAP を選択した場合ま 
たは WEP で IEEE 802 .lx 認証を有効にした場合にこの 
ポタンが有効なります。このポタンをクリックして認証 
内容を設定してください。 


セキュリティ機能の設定方法については、 P53 「2.セキュリティ機能を設 
定する」をお読みください。 

•これはコンピュータ相互 (ad hoc) のネットワークで •• • 

本製品を無線ルータやアクセスポイントを経由せず、無線 LAN アダプタ同士 
で通信するアドホック • モードの場合にオンにします。 

• |IP アドレス| ボタン (Windows XP/ 2000で使用可能） 

IP アドレスなどを設定する画面が表示されます。【オプション】タブの[ワイ 
ヤレスネットワークのプ□パティにある IP アドレス設定を有効にする]をオン 
にすると、ここで設定した IP アドレスがコンピュータの IP アドレスとして有 
効になります。この機能が使用できる 0S は Windows XP/2000 だけです。 
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3. 設定ユーテイリテイのリファレンス 


ステータス タブ 


無線 LAN および本製品の情報を表示します。 


設定 [?? 到オプション I 側 I 


BSSID： 

ネットワークタィプ： 
接続タイプ 
B 音号化： 

接続速度： 

im\m 

シグナルの強さ： 


インフラストラ好ャ 
IEEE 802.1 1g<2.4GHz) 
有効 


ハードウ I ア._ 
MA 。 ァドレス： 
周波数ドメイン： 


「そ© 他©ステータス ー 
無系泉ステータス： 


キャンセルが 適用⑻」 


•接続情報 


接続ステータス 

現在の接続状態を表示します。「接続」の場合は無線 LAN 
で正常に接続しています。「未接続」の場合は接続できて 
いません。 

SSID 

現在接続している無線 LAN ネットワークの SSID(ESS 
ID) が表示されます。 

BSSID 

接続先の機器の MAC アドレスを表示します。 

ネットワークタイプ 

現在の通信モードを表示します。 

接続タイプ 

接続先の無線 LAN 規格と周波数帯を表示します。 

暗号化 

接続先が暗号化機能を使用しているかどうかを表示します。 

接続速度 

現在接続している無線 LAN の通信速度を表示します。 

認証情報 

IEEE 802.1 x 認証を使用している場合に認証タイプが表 
示されます。 

シグナルの強さ 

信号の強さをインジケータで表示します。青色のパーが 
長いほど信号が強いことを示します。 


75 






































Chapter 4 応用編 


•ハードウェア情報 


MAC アドレス 

本製品の MAC アドレスを表示します。 

周波数ドメイン 

本製品が使用可能な周波数ドメインを表示します。本製 
品は日本国内向けの製品です。 

•その他の ステータス 

無線 ステータス 

【オプション】タブで本製品の電波出力を一時的に OFF に 
することができます。ここには、その設定状態が ON/ 


◦FF で表示されます。 


オプションタブ 


設定ユーティリティおよび簡易ステータスのオプション機能を設定します。 
設定を変更した場合は、必ず ns ボタンまたは_ボタンをクリックし 
てください。 
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3. 設定ユーテイリテイのリファレンス 


基本設定 


♦オートランチャーをスタートアップに登録する 

この項目をオンにすると、 Windows を起動したときにデスクトップ画面の 
右下にあるタスクトレイに、設定ユーテイリテイのアイコンが自動的に表示 
されます。このアイコンをダブルクリックするだけで設定ユーティリテイが 
表示されるようになります。 


•パスワード有効 

設定ユーティリテイを開くときにパスワードを尋ねるように設定できます。 


♦設定の方法 

① [パスワード有効]をオンにし、設定ユーテイリテイのメイン画面にある 
[HM1 ボタンをクリックします。 

② 〈設定ユーテイリテイパスワード〉画面が表示さますので、[パスワード設 
定]にパスワードを入力し、[パスワードの再入力]にパスワードを再入力し 
ます。 



③ [OKJ ボタンをクリックします。 

④ これで次回から設定ユーティリティを開くときにパスワードを尋ねられる 

設定ユーティリティを開こう 
とすると右のような画面が表 
示されますので、パスワード 
を入力し、 [ OK ] ボタンをク 
リックします。 

♦パスワードを変更するには 

いったん[パスワード有効]ボタンをオフにし、再度オンにすると新しいパス 
ワードを設定することができます。 


よつになります。 
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Chapter 4 応用編 


•ワイヤレスネットワークのプ□パティにある IP アドレス設定を有効にする 

この項目をオンにすると、〈ワイヤレスネットワークのプ□パティ〉画面の 
| IP アドレス設^ 1 ボタンで設定した IP アドレスなどの設定が、コンピュータ 
の IP アドレスとして有効になります。この機能は Windows XP/200 ◦だけ 
で使用できます。 


•電波を OFF にする 

この項目をオンにすると、 PC 力ードス□ットに差し込んだまま本製品の電 
波の発信を停止することができます。電波の発信を一時的に中断することで 
電力の消費を抑えることができ、コンピュータのバッテリーの消費を抑えま 
す。また、電波の発信を停止することで、未使用時の混信や不正アクセスを 
防ぐことができます。 


•Super G 有効 

この項目をオンにすると、弊社の IEEE802.1lg 対応アクセスポイントで 
ス_パ_6モ_ドを搭載した製品と併用することでバースト転送およびデー 
夕圧縮をおこなうことができます。これにより、スループットを大幅に向上 
することができます。 


詳細設定 


•省電カモード 

無効 

省電カ モー ドを使用しません。 

省電力優先 

消費電力を抑えることを優先します。そのため電波の受信率 
が下がることがあります。 

パフ オー マンス 
優先(初期値） 

消費電力を抑えることよりも、電波の受信率を高めることを 
優先します。「省電力優先」よりは消費電力が多くなります。 
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3. 設定ユーテイリテイのリファレンス 


•使用する周波数 

特定の周波数帯(規格)だけを使用したい場合に指定します。使用する周波数(規格) 
を指定したほうが、パフォーマンスが向上します。初期値は 「IEEE 802.1 lb/g 
(2.4GHz)」 です。 「IEEE 802.11 b/g(2.4GHz)」 を選択した場合、インフラスト 
ラクチヤ•モードでは IEEE 802.1 lb と IEEE 802.11 g の両方に接続することが 
できます。アドホック•モードでは IEEE 802 .1lg 固定になります。 

wM 「コンピュータ相互 (ad hoc) のネットワークで使用する周波数」の設定は、 
「使用する周波数」の設定に連動して変化します。 


使用する周波数 

コンピュータ相互 (ad hoc) のネットワークで••- 

IEEE 802.1 lb/g 
(2.4GHz) 

IEEE 802.1 lg(2.4GHz) 固定になります。 

IEEE 802.1 lb 
(2.4GHz) 

IEEE 802.1 lb(2.4GHz) 固定になります。 


♦アドホック • チヤンネル 

通常は「自動判別」から設定を変更する必要はありません。 IEEE 802.1 lb 
または1 lg でアドホック • モードを使用する場合、チヤンネルを指定するこ 
とができます。 


•電波出力調整 

本製品の電波の出力を調整することができます。電波の出力を抑えて到達距 
離を調整することで混信や盗聴などを防ぐほか、消費電力を抑えることがで 
きます。 

•コンピュータ相互 (ad hoc) のネットワークで使用する周波数 

アドホック • モードの場合は SSID を1個しか指定できません。そのため本製 
品のようにデュアルバンド対応の機器であっても、いずれの周波数(規格)で 
接続するかを指定する必要があります。この項目は「使用する周波数」の設 
定に連動して自動的に設定されます。詳しくは「使用する周波数」の説明を 
お読みください。本製品では変更できません。 
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Chapter 4 応用編 


情報タブ 


設定ユーテイリテイのノ（ージヨンを表示します。 
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ネットワーク設定マニュアルの読み方 . 82 

無線 LAN トラブル•チェック . 83 

こんなときは . 85 

サボートサービスについて . 92 

基本仕様 . 94 


補足 

ドライバの削除方法 . 

•••88 

補足 

本製品の IP アドレスを知りたいとき••- 

•••89 

補足 

Windows 98のバージョン確認方法… 

•••90 

補足 

Windows XP 標準ワイヤレス 



ネットワーク機能を有効にする . 
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Chapter 5 

付録編 


付録編には、付属の CD-ROM に入っている PDF 版「ネットワーク設定マニュ 
アル」の使い方の説明と、本製品がうまく動作しない場合のトラブルシュー 
テイング「こんなときは」などがあります。「こんなときは」をお読みになっ 
ても解決しない場合は、「サボートサービスについて」をご覧ください。 


1 2 3 4 5 
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I ネ ットワーク設定マニュアルの読み方 

本製品に付属の CD-ROM の中には 0S ごとのネットワーク設定の方法につい 
て説明した PDF 版「ネットワーク設定マニュアル」を収録しています。 


•マニュアルの概要 

このマニュアルは、ネットワークの基本的なことを説明した「基礎知識編」 
と 0S ごとのネットワーク設定の方法を説明した「各 0S 編」に分かれていま 
す。必要なファイルだけを A4 サイズの用紙に印刷してご利用いただくと便 
利です。なお、カラー対応になっていますのでカラープリンタで印刷してい 
ただくと、より分かりやすくなります。 




ネットワーク設定マニュアルは有線 LAN での説明になっています。無線 
LAN でもネットワーク設定の方法は同じです。 


•利用方法 

① マイコンピュータなどから付属の CD-ROM の内容を表示します。 

② 「manual」 フオルダがありますので、その内容を表示します。 

③ 「利用ガイド」をダブルクリックし、説明をお読みください。 

「manual」 フォルダの内容 


■ra ■ra ra 

iMobtl iMobtl iMobcl iMobcl |_=-1 iMobd 

1- 基礎知識編. 2-XP 編. PDF 3-Me_98 編. 4-2000 編. PDF ファイルが閉か利用ガイド. 
PDF PDF ない場合. txt PDF 


•Adobe Acrobat Reader をお持ちでない場合 

「ネットワーク設定マニュアル」をお読みになるには、 Acrobat Reader が必 
要です。お持ちでない場合は付属の CD-ROM からインスIルしてください。 

① マイコンピュータなどから付属の CD-ROM の内容を表示します。 

② 「ac「obat_「eade「」 フォルダがありますので、その内容を表示します。 

③ フォルダ内のプ□グラムアイコンをダブルクリックします。 

④ 画面のメッセージに従ってインスIルしてください。 
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無線 LAN トラブル•チェック 




■はじめに 

無線 LAN に接続できない場合は、いったんすべての機器の電源を切ってくだ 
さい。次に以下の順に電源を入れ、もう一度接続できないか確認してください。 

① ルータタイプのブロードパンドモデム、無線ルータをご使用の場合は、そ 
れらの電源を入れます。 

② アクセスポイントをご使用の場合は、アクセスポイントの電源を入れます。 

③ 無線 LAN クライアントの電源を入れます。 

④ この状態で接続できないかを確認してください。接続できない場合は、こ 
のあとの [1 ] 〜 [4] の順にチェックしてみてください。 


[1] 設定ユーティリティが起動するかを確認してください。 

•起動する— [2] へ進みます。 

•起動しない — 本製品のドライバが正常にインスIルされていない可能性 
があります。いったんドライパを削除してから(岭 P88 参照)、再インスI-一 
ルしてくださし)(畛 P1 7 「Chapter^ ドライバインス!ル編」を参照)。 

•設定ユーティリティが見あたらない— Windows の[プ□グラム]メニューに 
[Ai「@Hawk シリーズユーティリ ティ ]— [WLANmon] がない場合は、設定 
ユーティリティをインスIルしてください(峰 P36 参照)。 

※インスIル時にプログラムの場所やフォルダ名を変更している場合は、変更し 
た場所を探してください。 


[2] 設定ユーティリティを起動したら「利用できるネットワーク」に接続先 
のアクセスポイントまたは無線クライアントの SSID が表示されるかを確 
認してください0 

•表示される— 無線 LAN 機能は正常に動作しています。 P44 を読んで接続 
操作をしてください。相手の共有フォルダが見えない場合は、ネットワー 
ク設定が正しくありません。ネットワーク設定マニュアル(岭 P82 参照)を 
お読みになり、ネットワーク設定をおこなってください。 


•表示されない— [3] へ進みます。 
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[3] 無線 LAN クライアントが複数ある場合は、すべて接続できないのか、特 
定の無線クライアントだけが接続できないのかを確認してください。 


•特定の無線クライアントだけが接続できない場合 

—A. その無線 LAN クライアントの無線 LAN 設定が間違っている可能性があ 
ります。そのクライアントの設定ユーティリティを使って SSID、 通信 
モード、 WEP などセキュリティ設定が正しいかをご確認ください。 

— 巳.アクセスポイントに MAC アドレスフィルタリングを設定している場合 
は、アクセスポイントのユーティリテイを使って、その無線 LAN クラ 
イアントが接続可能になっていることを確認してください。 


[ヒント]通信モードとは 

アクセスポイントを使用せず、無線 LAN クライアント同士で通信する場合を 
アドホック • モードといいます。この場合はワイヤレスネットワークのプロ 
パティでオプション設定 (4P41 の手順0参照)をする必要があります。才 
プション設定がオフの場合は、いったん[優先するネットワーク]に登録した 
ネットワーク名を削除し、新しく作り直してくださしヽ(岭 P40 参照、)。 


•どの無線 LAN クライアントからも接続できない場合、または、 

1台しか無線 LAN クライアントがない環境で接続できない場合 

—インフラストラクチヤ•モードの場合、アクセスポイントおよび無線 LAN 
クライアントのそれぞれの無線 LAN 設定を確認してください。 


[ヒント] 

アクセスポイントと1台の無線 LAN クライアントについて、 WEP などのセ 
キュリティ設定を無効にした状態で接続してみてください。その状態で接続 
できた場合は、セキュリティ設定が間違っています。それでも接続できない 
場合は SSID と通信モードが正しいかを確認してください。 


[4] それでも接続できない場合は、次の「3.こんなときは」を参照してみて 
ください。 
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|衣んなときは 

無線 LAN 関係のトラプル 


ネットワークの設定について 

ネットワーク設定や IP アドレスを手動で割り当てる方法については、付 
属の CD-ROM にある PDF 版「ネットワーク設定マニュアル」に詳しい説 
明がありますので参考にしてください。「ネットワーク設定マニュアル」 
の使い方については P82 「1.ネットワーク設定マニュアルの読み方」を 
お読みください。 


•無線 LAN がつながらない。 

① 通信モードを正しく設定していますか。アドホック • モードの場合はワイ 
ヤレスネットワークのプ□パティでアドホック • モードを使用するように 
設定する必要があります(岭 P41 の手順0 )。また、詳細設定で設定を間 
違うと正しく接続できないことがあります(岭 P78)。 

② ネットワーク設定で実際のネットワーク環境に応じたプロトコル、サービ 
スなどの設定をしていますか。プ□トコル (TCP/IP など)、クライアント 
(Microsoft Network クライアントなど)、サービス (Microsoft Network 
共有サービスなど)を環境に応じて設定する必要があります。岭 P82 の 
「ネットワーク設定マニュアルの読み方」参照 

③ ルータなどの DHCP サーバ機能を使用せずにインターネットプロトコル 
「TCP/IP」を利用する場合は、各パソコンに手動で IP アドレスを割り当て 
る必要があります。 

蛉 P82 の「ネットワーク設定マニュアルの読み方」参照 
♦CATV インターネットなどでは、回線事業者から IP アドレスを指定される場合 
があります。その場合は指示に従ってください。 

④ 本製品のセキュリティ設定やアクセスポイントの MAC アドレスフィルタ 
リング設定は正しいですか。セキュリティ設定は、無線 LAN ネットワーク 
上にあるすベての機器で同じ設定にする必要があります。また、 MAC ア 
ドレスフィルタリングを設定していると、設定条件によっては無線 LAN に 
接続できない場合があります。 
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•アドホック • モードでつながらない。 

無線 LAN 力ードのうち1枚は、必ず SSID を設定してください。また、アド 
ホック • モードでは「詳細設定(岭 P78)」 で使用する周波数(規格)を指定す 
る必要があります。 


•セキュリティ機能を設定後に無線 LAN がつながらない。 

① セキュリティ設定は、同じ無線 LAN ネットワーク上にあるすベての機器で 
同じ設定になっている必要があります。設定が少しでも異なる機器はネッ 
トワークに接続することができせん。 

② 各セキュリティ機能で使用するパスワードや暗号などの文字列は大文字と 
小文字が区別されたりします。また、意味のない文字列は入カミスが発生 
しやすいので特に注意して確認してください。 

♦セキュリティ設定でのトラブルのほとんどがスペルミスや設定ミスですのでよ 
く確認してください。 

③ 設定を変更した直後や設定が正しい場合は、アクセスポイントを含め、す 
ベての機器の電源を入れ直してから接続してみてください。 


共通のトラプル 


•インターネットに接続できない 

① TCP/IP プロトコルが正しく設定されているかを確認してください。 

〈ネットワーク〉画面で TCP/IP プロトコルが設定されているかを調べて 
ください。見あたらない場合は、 TCP/IP プ□トコルを追加してください。 

② DHCP サーバ機能を使用していない場合は、 IP アドレスを手動で割り付け 
てください。 TCP/IP のプ□パテイにある 【IP アドレス】タブで設定します。 
岭 P82 の「ネットワーク設定マニュアルの読み方」参照 

③ TCP/IP プロトコルの設定が正しいかを確認してください。 

プ□バイダによって、 IP アドレスを自動取得する場合と固定 IP アドレスを 
指定する場合があります。プ□バイダから提供されるマニュアルで確認の 
上、正しい設定をおこなってください。 

(次ページに続く） 
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④プ□バイダから提供された情報をすべて設定したかを確認してください。 
IP アドレス以外にも、識別情報の指定などが必要なことがあります。プロ 
バイダから提供されるマニュアルで確認の上、正しい設定をおこなってく 
ださい。 


•本製品の設定は正常に終了したが、ネットワークコンピュータを開くと 
「ネットワークを参照できません。」のエラーが表示される。 

①正常にネットワークの設定ができていない可能性があります。もう一度、 
本製品の設定を確認し、 0S 側が本製品を正常に認識しているか調べてく 
ださい。 

• Windows XP4P2 ◦の手順 □ Q 

• Windows Me 岭 P23 の手順 0 〇 

• Windows 98SE 岭 P28 の手順的 

• Windows 2000岭 P32 の手順 0 的 


•他のコンピュータのファイルやプリンタの共有ができない。 

① ネットワーク設定をしましたか。 

無線 LAN が正常に動作していてもネットワーク設定ができていないとファ 
イルの共有やプリンタの共有はできません。 

岭 P82 「ネットワーク設定マニュアルの読み方」参照 

② ネットワークには接続できて相手側へ入れるようになったが、相手側のド 
ライブやプリンタの使用ができないときは次の点を確認してください。 

-利用者がアクセスを許可するユーザとして登録されていますか。ユーザが 
登録されているか確認してください。 

-利用者が共有フォルダにアクセスできるように設定していますか。また、 
アクセス内容を正しく設定していますか。 NTFS フォーマットの八ード 
ディスクの場合は、さらにセキュリティ設定でも利用者を登録しておく必 
要があります。 


•Windows XP/ 2000でネットワーク設定ができない。 

Administrator 権限で□グオンしていますか。ネットワークの各種設定には 
Ad m i n i st「ato 「権限がないと設定できない項目があります。 
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補足：ドライバの削除方法 


ドライパが正しくインス I ルされなかった場合、デバイスマネージャで本 
製品のドライバを確認すると、 x マークや！マークが 表示されます。このよ 
うな場合は、いったんドライバを削除し、インス I ルをやり直してください。 

ド'ライパが IE し<インス!-ールされなかった場合、デパイスマネージャの 
_ [ネッ トワークアダプタ]ではなく、[その他のデバイス]など他の場所に登録 
I されていることがあります。間違って登録されたドライバも必ず削除してく 
■ ださぃ。 

I 白%その他のデパイス I 

! し Air@Hawk LD-WL54G/CB Wireless PC Card ! 

也®!ゴブ- _ 


① OS によってデバイスマネージャの表示方法が異なります。それぞれ以下 
のページを参照してください。 

Windows XP 岭 P 20 の手順 0 Q 
Windows Me 岭 P 23 の手順 Q Q 
Windows 98 SE 岭 P 28 の手順 CQ 
Windows 2000岭 P 32 の手順 0 


② x マークまたは！マークの付いた本製品のドライバ名を右クリックし、 
ニューの[削除]を選択します。 


ディスブレイアタブ$ 
畔ネットワ-クアダプタ 

ブ□セツサ 


ドライパの更新 (£>... 
無幼必 


は フロッピーアィスク]、ル「■ . . 

フ仍ピ'■ディスクドラィ: 

メポート (COM と LPT) ハードゥ：! 题更の スキゃン⑻ 

5 


マウスとそのほかのポインう 
モニタ 


ブ□パティ ( E > 


③削除を確認するメッセージが表示されますので、 [ OK ] ボタンをクリック 
します。 


④削除が完了したら再起動します。再起動後、ドライバのインス!ル画面 
が表示されますので P 1 7 「 Chapter ^ ドライバインス!ル編」を参考 
にドライバのインス I ルをやり直してください。 

※ご使用の環境によってはインス!ル手順の説明と異なる画面が表示されること 
があります。そのような場合はメッセージに従ってインス!-ールしてください。 
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補足：本製品の IP アドレスを知りたいとき 


A. Windows XP/ 2000の場合 

コマンドプロンプトを表示し、 fipcQnfigJ を実行してください。 


(例) Windows XP での実行方法 

①[スタート]—[すべてのプ□グラム]—[アクセサリ]—[コマンドプ□ンプト] 


を選択します。 

② 「>」の後ろで力ーソルが点滅していますので、キーボードから 「 ipconfig 」 
と入力し、 r ^ irf 年一を押します。 

③ IP アドレス等が表示されます。 


C:¥Documents and Settings ¥ user>ipconrig 
Windows IP Configuration 

Ethernet adapter ローカルエリア接続： 

WorkGroup 
192.168 .1.16 
255.255 .255.0 
192.168 .1.254 


し om 6 C て i orr spec it ic u 


Subnet Mask .. 
Default Gateway 


B. Windows Me/98SE の場合 

① [スタート]メニューから[ファイル名を指定して実行]を選択します。 

② 「名前」に 「 winipcfg 」 と入力し、 |0 K | ボタンをクリックします。 

③ 〈IP 設定〉画面が表示されます。終了するときは、画面右上の 2 d をクリッ 
クします。 



♦もし、 IP アドレス、サブネットマスクなどが正常に取得できていないよう 
であれば、| すべて書き換え 1 ボタンをクリックします。 

♦ IP アドレス自体が取得できない場合は、クライアントが正常にネットワー 
クに接続されていないか、本製品の DHCP サーバ機能が「使用しない」に 
設定されているなどが原因として考えられます。 
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補足 ： Windows 98のバージヨン確認方法 


Windows 98には Windows 98と Windows 98SE(Second Edition) の 
2種類があります。本製品は Windows 98SE には対応していますが、 
Windows 98に対応していません。ご使用の Windows 98がどちらのパー 
ジョンであるかは以下の操作で確認してください。 

①デスクトップの[マイコンピュータ]アイコンを右クリックし、メニューか 
ら[プ□パティ]を選択します。 


聞く (〇_> 

ェクスブロー 


ネットワーウドライブの割り当て⑽... 
ネットワ-クドライブ®切断®... 


シヨートかツトの作成© 

■ ■ _鲍少轉逝_ 




②ぐンステ厶のプ□パティ〉画面の【全般】タブにある「システム」の内容 
を確認します。 Windows 98SE の場合は 「Second Edition」 と表示さ 
れています。 



リビジョン番号 


リビジョン番号は Windows 98SE では「4.10.2222」と表記されてい 
ます。「4.10.1998」と表記されている場合は Windows 98です。この 
場合は本製品を使用することはできません。 
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3. こんなときは 


補足 ： Windows XP 標準ワイヤレスネットワーク機能を有効にする 


本製品の設定ユーテイリテイをインスIルすると Windows XP 標準のワイ 
ヤレスネットワーク機能が自動的に無効になります。本製品ではこの機能を 
使用しませんが、同じコンピュータですでに使用中の無線 LAN アダプタがあ 
り、今後も併用する場合は、使用中の無線 LAN アダプタが Windows XP 標 
準のワイヤレスネットワーク機能を利用できるように設定を変更する必要が 
あります。以下の手順で設定を変更してください。 


©Windows XP 標準のワイヤレスネットワーク機能を使用する無線 LAN ア 
ダプタを取り付けた状態で、 Windows を起動します。 

② [スタート]ボタン — [コント□—ルパネル]を選択します。 

③ [コント□—ルパネル]がカテゴリ表示の場合は、クラシック表示に切り替 
えます。 


④ [管理ツール]アイコンをダブルクリックします。 

⑤ [サービス]アイコンをダブルクリックします。 


⑥リストにある [Wireless Zero Configuration] を右クリックし、メニュー 
の[開始]を選択します。 


自動 

□ 一 M... 

3 HI HEOSESSSI 

1手動] 

□一カル... 

自勒 

□一カル... 


辱 Windows T 

! %WMI Performance Adapter 
k ^Workstation 



⑦ すべての画面を閉じます。 

⑧ タスクトレイにある[ワイヤレスネットワーク] 

アイコンをリックします。 

⑨ [詳細設定]ボタンまたは[プ□パティ]ボタンをクリックします。 
※表示される画面によってボタンが異なります。 

⑩ 【ワイヤレスネツトワーク】 


タブにある [Windows を使 
つてワイヤレスネツトワー 
クの設定を構成する]をオン 
(有効)にします。 


ヮィャ 
■ =咖 ㈣ 

で.きが 


矢使ってワイやレスネットワ-⑽設定4構成寸る ⑽ j 


利用できるネットワ^?に接続 ts には、[梅成]をクリックしてくださ u 


⑪プ□ノ（テイの [OK] ボタンをクリックして画面を閉じます。 

•これで Windows XP 標準のワイヤレスネットワーク機能が使用できるよう 
になります。 
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阪： 06-6455-6000 
岡： 092-482-6000 
台： 022-268-6000 


03-3940-6000 
052-453-6000 
01 1-210-6000 
082-223-6000 


籲修理の依頼 

本製品が故障した場合には、故障した製品と保証書に、故障状況を記入した 
ものを添えてご連絡ください。なお、保証期間内と保証期間外(次ページ参 
照)で連絡先が異なります。 


|参 


ポートサービスについて 




ラ ニー ド製品のサボートサービスについては、下記の ラニー ド_サボート 
センターへお電話または FAX でご連絡ください。サボート情報、製品情報に 
関しては、 FAX 情報、インターネットでも提供しております。なお、サボー 
トサービスを受けるためには、必ずユーザ登録をおこなってください。 

•ラニード•サポートセンター 

I TEL : 03-3444-5571 FAX : 03-3444-8205 | 

受付時間：月〜金曜日9:00〜12:00 13:0◦〜18:00 
(夏期•年末年始特定休業日、祝祭日は除きます） 

※ドム乂による受信は24時間おこなっております。 

•インターネット 

http://www.elecom.co.jp 

•FAX 情報 サービス 

最寄りのサービス情報 BOX センターにお電話ください。 

ガイダンスに従って取り出したい情報の BOX 番号を指示してください。 


メインメニュー BOX 番号(提供している情報の一覧が FAX されます） 

回回回®回回 


大福仙 


DIP. 

番京屋幌島 
話古 
電東名札広 
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保証期間内の場合 

まずは、上記のラニード • サボートセンターまで電話または FAX でご連絡く 
ださい。 


4 . サボートサービスについて 


保証期間外の場合 

〒1 35-0064 

東京都江東区青海 2-3 1 -2 青海流通センター1号北側事務所棟 2F 

エレコム株式会社修理センター 

TEL: 03-5520- 1012 FAX : 03-5520- 1013 

受付時間月曜日〜金曜日9:00〜12:00 13:00〜17:00 

(ただし、祝祭日および夏期 • 年末年始特定休業日は除く） 


•サボートセンターへお電される前に 

サボートセンターにお電話される前に次の事項を確認してください。 

• このマニュアルの P85 「3.こんなときは」をお読みになりましたか。まだ、 
お読みでない場合は、お電話の前にお読みください。 

• システムを起動できる場合は、起動した状態でお電話ください。 

• 異常のある製品を取り付けたコンピュータの前から会話が可能な場合は、 
コンピュータの前からお電話をおかけください。実際に操作しながらチエッ 
クできますので、解決しやすくなります。 


FAX を送られる場合は、付属の別紙「トラブルシート」に、できるだけ詳 
しい内容をご記入ください。 

次のことをお調べください。 


•ネットワーク構成 

使用しているネットワークアダプタ： 

使用している 0S: 

使用しているコンピュータ本体(メーカーおよび型番)： 

ネットワークを構成するコンピュータの台数と 0S の構成： 
ネットワークを構成するその他の関連機器 (HUB、 ルータ等）： 

• 具体的な現象について 

具体的な現象： 

事前にお客様が試みられた事項(あればお伝えください)： 
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商品名 

IEEE 802.11 b/g 対応無線 LAN 力ード 

製品型番 

LD-WL54G/C 巳 

規格 

IEEE 802.11 /IEEE 802.1 lb/IEEE 802.11 g/ 

RCR STD-33 ARI 巳 STD-T66 

周波数帯域 

2.4GHz(l lb ： 2.412 〜 2.4835GHz 1lg ： 2.41 2 〜 2.472 GHz) 

チヤンネル数 

2.4GHz(l lb : lch 〜 14ch Tig ： 1 〜 13ch) 

伝送方式 

1lg ： 〇 FDM 方式 lib ： DS-SS 方式 

伝送速度 

1lg ： 54/48/36/24/18/1 2/9/6Mbps 

1lb ： 1175.5/2/1Mbps 

伝送距離 ※ 
(IEEE802.1 lb) 

屋外 

11 Mbps(l 30m)/ 5.5Mbps(l 80m) / 2Mbps(220m) / 1 Mbps(270m) 

屋内 

11 Mbps(60m) / 5.5Mbps(90m) / 2Mbps(l1Om) / 1 Mbps(l 30m) 

伝送距離 ※ 

(IEEE 802.1 lg) 

屋外 

54Mbps(l 00m) / 48Mbps(l 50m) / 36Mbps(l 80m) / 24Mbps(220m)/ 

18Mbps(220m) / 12Mbps(250m) / 9Mbps(250m) / 6Mbps(270m) 

屋内 

54Mbps(40m) / 48Mbps(50m) / 36Mbps(60m) / 24Mbps(70m)/ 

18Mbps(70m) / 12Mbps(80m) / 9Mbps(80m) / 6Mbps(l 00m) 

アクセス方式 

アドホック • モード 

インフラストラクチヤ • モード ( アクセスポイント使用時） 

アンテナ方式 

ダイノ（シティアンテナ 

セキュリティ 

SSID(ESS ID), WEP 64/1 28/152 ビット . TKIP • AES, WPA, IEEE 802.1 x , パスワード 

ソフトウェア 

Windows 専用ソフトウェア 

インターフェイス 

力ードバス 

対応機種 

PC/AT 互換機 (D0S/V マシン ) および NEC PC98-NX シ U — ズで 
力ードパスス □ ットを持つ機種 ( 自作機は除く） 

対応 0S 

Windows XP, Windows Me, Windows 98SE, Windows 2000 

対応プロトコル 

TCP/IP, NetBEUI, IPX/SPX 

電源 

電圧： DC3.3V 電流： 600mA 

消費電力 

1.98W ( 最大） 

環境条件 

動作時温度： 〇 〜5510 動作湿度： 20 〜 80%( 結露なきこと） 

保管時温度： -1 〇〜 65 で保管湿度： 5 〜 95%( 結露なきこと） 

形状寸法/重量 

W54XD1 17xH7_5mm/41g 

付属品 

CD-ROM ディスク （ 1 枚 ) ，ユーザーズマニュアル、保証書 


※表記された伝送距離は概算距離であり、ご使用の環境および条件によつて変化します。 


IEEE 802.1 lb / g 対応無線 LAN 力ード LD - WL 54 G / CB ユーザーズマニュアル 
発行 I レコム株式会社 2003 年 11 月 26 日第 3 版 
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